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　花好きが集まる「しょうばら花会議」が、自宅の庭を一般の人に公開するオー

プンガーデンに向けて準備を進めています。写真は、同会議のメンバー三村桂子

さんの自宅の庭。季節ごとに咲く花木や山野草が、訪れる人を癒やしています。

（関連記事８～ 12ページ）
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一体的な地域発展を目指して
平成２３年度予算

●地方交付税

　�所得税、法人税、消費税などの国税収入の一部
を国が自治体へ交付します。

●市債

　�公共施設整備のための借入金です。主にハー
ド事業のためです。

●諸収入など

　�保育料、市営住宅使用料、貸付金の返済、貯金
にあたる基金からの繰入金など。

用語説明

　自主財源の根幹となる市税は、個人市民税が伸び悩む中、法人市
民税で好転の兆しが見られ、増額を見込んでいます。
　地方交付税は、国の交付税総額の伸びにあわせ、前年比４.２％増
を見込んでいます。
　国・県支出金は、テレビ難視聴解消事業、携帯電話エリア整備事業
の終了などによる国県補助金の減により大幅な減額となります。

歳  入

市税
38億 1,802万円
（+1,477万円）

地方交付税
156億 9,405万円
（+6億2,935万円）

一般会計歳入
325億 1,427万円
（+7億9,663万円）

国・県支出金
57億 1,464万円
（－5億2,209万円）

市債
43億 1,642万円
（+4億6,115万円）

地方譲与税など
11億 180万円
（－2,662万円）

諸収入など
18億 6,934万円
（+2億4,007万円）

※（ ）は前年比

　平成２３年度の一般会計予算総額は、325 億 1,427 万
円。昨年に引き続き増額となり、実質合併後最大の予算
規模となりました。
　昨年７月の豪雨被害にかかる災害復旧事業費１２億
円の計上をはじめ、少子化対策、地域医療の確保など
「安心社会の実現」に向けた事業展開や、農業自立振
興・観光振興・定住促進などの「重点戦略プロジェクト」の

推進、また保育所・学校の整備、高野観光交流ターミナル
（道の駅）の整備など、「庄原市長期総合計画」に基づ
く各種事業を計画的に実施します。
　暮らしと福祉を守ることを第一に考え、夢と希望を持て
る暮らしを実現し、庄原市に住んで良かったと思ってもら
える取り組みを進めていきます。

平成23年度　全会計予算規模

一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

福祉、教育、道路整備などを進める基本的会計 325億1,427万円（2.5％増）

133億7,694万円（3.8％増）

25億3,178万円（7.5％増）

484億2,298万円（2.3％増）

市が経営する上水道、西城市民病院の2会計

特定事業を進める14会計
（国民健康保険、介護保険、下水道など）

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。

財政課財政係　☎０８２４-７３-１１２９

特集
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平成２３年度予算

●扶助費
　�生活保護、子ども手当や高齢者・乳幼児の医療費
●普通建設事業費

　�道路、学校、各種公共施設の建設費
●物件費

　�委託料、消耗品費、通信運搬費　など
●補助費

　�各種団体への補助金、負担金

用語説明

　公債費は公債費負担適正化計画に基づき減少しています。
人件費は退職者が減少したため退職手当組合への負担金が大きく減
少しました。
　扶助費は障害福祉、生活保護、子ども手当が増額となっています。
　物件費は総領保育所の指定管理や、西城・口和の給食調理業務の
委託が開始されたことなどにより増額となっています。

歳  出

Q　�なぜ借金（市債の発行）をして事業をするの
ですか？

A　�借り入れを行う対象は、主に道路や学校、各
種公共施設などの建設事業です。これらの
公共施設は長期にわたって使用するため、建
設した年の市民が一度に大きな負担をしたの
では公平ではありません。そのため、借り入れ
をして将来にわたって各世代が返済（負担）
をしていくことで公平性を保っています。

Q　借金をもっと減らせないのですか？

A　�特定の年に一度に多額の借金を返済するこ
とは可能ですが、その分返済に必要なお金
が大きくなり、その年は他の事業へ使うお金
が少なくなります。そうすると、年によってできる
事業がばらばらになり、市民生活が不安定に
なります。またお金は金融機関と年数や利率
を決めて借りているため、市の都合で返済を
すると、場合によっては補償金を支払わないと
一括返済が認められないこともあります。

公債費
65億 7,260万円
（－6,230万円）

人件費
47億 5,424万円
（－4億7,846万円）

扶助費
25億 1,386万円
（+1億7,103万円）普通建設事業費

55億 8,390万円
（－2億7,474万円）

災害復旧事業費
11億 8,034万円
（+11億 1,016万円）

物件費・維持補修費
47億 5,142万円
（+4億2,383万円）

補助費など
42億 7,734万円
（－9,306万円）

貸付金・出資金
6億 2,753万円
（－3,795万円）

繰出金など
22億 5,304万円（+3,812万円）

一般会計歳出
325億 1,427万円
（+7億9,663万円）

※（ ）は前年比
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市債残高の推移

公債費負担適正化計画に基づく市債残高は、計画通りに減少しています。
下の図は、全会計の年度末での残高を示しています。平成２２年度以降は見込です。

本年度、市債を発行して行う事業で主なものは、

・庄原中学校改築（9億 2,970 万円）

・高野観光交流ターミナル整備（3億 1,290 万円）

・庄原赤十字病院建設補助（2億円）

・庄原保育所移転（1億 990 万円）

・とうじょう自治総合センター整備（2,660 万円）

などがあります。（金額は市債発行額）

このほかにも、市道や農道の整備、災害復旧も市債を

発行して事業を行っています。

気になる市債
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重点戦略プロジェクト

農業自立振興プロジェクト
１億７９６万円

◆新規就農者への支援　◆農業後継者育成
◆営農指導力強化事業　◆かんたん就農塾事業
◆食農教育モデル事業　◆地産地消推進事業
◆農業自立支援プログラム実践事業
◆がんばる農業支援事業補助金
◆ふるさと雇用再生特別基金事業
◆繁殖用和牛共同飼育推進事業
◆土づくりによる地域ブランド化事業
など、「農業による定住社会の復活」を目指し、農家所
得の向上と地域農業の底上げを図る。

木質バイオマス活用プロジェクト
７６９万円

◆ペレットストーブ購入補助
◆ペレットボイラー購入補助
◆ペレット製造施設管理運営事業
など、新産業創出や林業振興、さらには地域資源循
環型社会の構築と里山再生を目指す。

まっとるよ！庄原定住プロジェクト
４,３９０万円

◆新婚世帯家賃支援補助金
◆ふるさと応援団「エール庄原」の充実

◆起業支援補助金など定住希望者の経済基盤づくり
◆定住のための空家活用改修事業補助金
◆高速バス活用による定住対策補助金
◆男女の出会いサポート実行委員会負担金
◆定住促進事業実績交付金など自治振興区と連携
したUターンの推進
など、人口流出を防止する支援策や、田舎暮らしの
魅力をPRし長期的な効果を担う交流事業を実施し、
定住を促進。

感動！観光振興プロジェクト
　６,４２９万円

◆庄原市観光振興公社設立準備
◆観光による地域再生（庄原さとやま博、地域イベントなど）
◆庄原まちなか花会議負担金
◆ガーデニングコンテスト補助金
◆三次・庄原観光ネットワーク連携イベント
◆さとやまバスツアー１００
◆庄原焼きB１グランプリチャレンジ補助金
◆漫画家�瀬尾公治コミック「君のいるまち」DVD広告
◆観光パンフ「ようこそ庄原」英語版＆中国語版作成
◆韓国ドラマ「Sign」ロケ地マップ作成
など、観光資源や施設のさらなる魅力づくりと、市民
が主役の「儲かる観光」の仕組みづくりを行い、観光
消費額の拡大を図る。

長期総合計画に基づき、地域の特色を活かしたまちづくりを進めます重点施策

男女共同参画の推進【拡充】

４８５万円
　男女共同参画プランに基づき、各種団体役員や市
の審議会委員への女性の参画を促進するとともに、男
女共同参画に対する市民の理解と意識改革を図る。

クラスターのまち実現プロジェクト【拡充】
１,０４４万円

　７地域の個性や特性を活かしたクラスターのまちづ
くりの実現に向けた事業の展開を図る。 高野観光ターミナル（道の駅）完成イメージ図
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平成２３年度予算

さとやまの資源の活用で　地域が輝くまち／産業・交流

協働の力で　笑顔が輝くまち／自治・協働

自治振興区の活動促進補助と運営支援【継続】

２億８,８３３万円
　４９の自治振興区の運営・活動を支援するため交
付金を交付。４月から新たに八鉾（西城）、小奴可、田
森、久代、新坂（東城）、上高、下高（高野）が自治振
興センター化。

まちづくり基本条例制定【継続】
１７５万円

　市民と行政との役割・責務について基本的事項を
定める基本条例を制定し、住民参画によるまちづくり
を推進。

とうじょう自治総合センター整備事業【新規】

４,４６８万円
　東城地域の自治振興区活動や生涯学習活動など
の拠点づくりと発表の場として充実を図る。（平成２３
年度～平成２４年度事業実施）

中山間地域等直接支払制度【継続】
６億１,６４９万円

　耕作放棄地の発生を防止し、農地の多面的な機
能を確保することで、農業生産の維持を図りつつ農
地・里山の荒廃を防止し、併せて集落共同活動など
を育成。

庄原市森づくり事業【継続】
１億５,３３０万円

　「ひろしまの森づくり県民税」を財源とし、里山林等
を水源かん養、土砂災害防止など「公益的機能を発
揮する森林」として再生するとともに、地域の森林・里
山林が地域
住民の生活
に密着した
環境林となる
よう整備。

乳用牛振興対策【継続】
　１,９６６万円

　養鶏、米に続く、農業産出額を誇る酪農について、
集落営農を牽引していく地域営農の担い手・中核とし
て、また、堆肥供給を通しての耕畜連携の柱として、
経営維持・拡大を支援。

有害鳥獣防除事業【新規・拡充】
１億６,２７６万円

　イノシシを中心とした有害鳥獣に対して、国の交付
金を活用し、集落全体を防護する防護柵を設置するな
ど、農業被害の縮減と農業生産意欲の向上を図る。

最寄買い店舗改装支援事業補助【新規】
１５０万円

　買い物の場所や移動手段などの「生活インフラ」
が弱体化している地域で、日常生活に必要な商品を
提供している店舗に対し、既存店舗の改装に要する
経費の一部を助成。

住宅リフォーム助成事業補助【継続】
１,０００万円

　市内建築事業者の受注確保および経済振興を図
るため、市民が行う住宅リフォームに要する経費の一
部を助成。

観光交流ターミナル整備【継続】
４億４,２９３万円

　中国横断自動車道尾道松江線の開通に向け、高
野観光交流ターミナル（道の駅）を整備。地域産業の
振興や文化の交流を促進し、地域の活性化を図る。
（平成２０年度～平成２４年度事業実施）

とうじょう自治総合センター完成イメージ図
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水防対策支援業務【新規】
２５２万円

　市域内の気象情報を２４時間３６５日監視する中で
降雨量を予測し、迅速かつ的確な水防体制・初動体
制の確立を図る。

LED防犯灯設置補助【新規】
　１２１万円

　省エネルギーの推進
と施設維持管理経費
の軽減を図るため、防
犯灯のLED化を進め、
新規設置に対し経費の
一部を助成。

テレビ難視聴解消補助【継続】
　１億２,１４６万円

　地上デジタルテレビ放送が受信できない地域に対
し、受信ができるように共聴施設の改修または新設を
行う共聴組合に整備費の一部を助成。

雇用促進住宅の取得・管理【新規】
２,７８７万円

　庄原と東城で雇用促進住宅を２棟８０戸ずつ計４
棟１６０戸購入し、市民住宅として管理。

ふるさと雇用再生事業【継続】
７,６５５万円　２２人雇用

（広島県雇用創出基金事業）
　◆ものづくり等チャレンジ
　◆観光公社設立
　◆特用林産資源活用
　◆アンテナショップ新規部門開設
　◆農産物生産・特産品開発推進

緊急雇用創出事業【継続】
　１億６９万円　４６人雇用

（広島県緊急雇用対策基金事業）
　◆マスターズフォトコンテスト実施
　◆比和自然科学博物館標本整理
　◆市道環境整備
　◆ひろしまクロスカントリー大会
　◆郷土資料館収蔵品整理
　◆宮田武義記念館収蔵品整理
　◆広域観光ネットワークコーディネート
　◆東城観光拠点施設管理運営
　◆不法投棄監視パトロール
　◆木材集荷システム運用
　◆地上デジタル放送対策
　◆行政情報データベース作成

学校教育相談事業の充実【拡充】
９３１万円

　不登校やいじめなどといった学校内外での児童や
生徒、保護者からの相談や学校運営などに対し、さま
ざまな支援を実施。

庄原中学校改築事業【継続】
１４億３,６７２万円

　庄原中学校の校舎・屋体（武道場含む）を全面改築
（建替）し、安全・安心な学校づくりを図る。
　本年度は校舎棟・特別教室棟建築、寄宿舎解体�
ほか。

比和自然科学博物館地学分館整備【継続】
６,０００万円

　庄原地域で発見されたクジラ化石をはじめとする
多くの化石や岩石・鉱物などを展示する施設を整備。

自然との共生で　暮らしが輝くまち／環境・基盤・定住

ふるさとを愛する心で　人が輝くまち／教育・文化

LED 灯

地学分館完成イメージ図
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出産祝い金【継続】
６,４４５万円

　子どもの誕生を祝福するとともに、次代を担う子の
健やかな育成と保護者の経済的負担の軽減を図る。
　・第１子の誕生に２０万円／１人
　・第２子の誕生に２０万円／１人
　・第３子以降の誕生に３５万円／１人

庄原保育所移転改築事業【継続】
１億９９６万円

　平成２２年度に着手した庄原保育所の移転改築
事業において、本年度は実施設計、造成工事、ボーリ
ング調査を実施。
（平成２２年度～平成２４年度事業実施）

高野保育所移転改築事業【新規】
４,９５９万円

　高野中学校跡地に下高保育所と新市保育所を
統合し、改築する。本年度は基本計画および実施設
計、高野中学校校舎解体工事を実施。（平成２３年度
～平成２４年度事業実施）

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定【新規】
４３６万円

　目標年（平成２６年度）に向けて計画を策定（平成
２４年度～平成２６年度）。介護が必要な状態になっ
ても、住み慣れた地域で尊厳を保持し、その人らしい
生活を送ることができるよう課題を明確に示すととも
に、目標と施策を定める。

地域密着型介護サービス施設整備助成【継続】
３,５４０万円

　第４期介護保険事業計画で承認された地域密着
型介護サービス施設を整備する法人に対して、整備
事業費の一部および開設に伴う体制整備に要する
経費の一部を助成。

福祉ホーム運営補助【新規】
３２2万円

　障害者自立支援法に規定する「福祉ホーム」を運
営する社会福祉法人に、運営費の一部を補助。

母子保健事業の充実【拡充】
　３,１５３万円

　発達障害相談や不妊治療費助成など、安心して
出産、子育てのできる環境を整備し、支援を充実させ
る。

医療従事者育成奨学金貸付事業【継続】
４,５１３万円

　将来、医師・看護師・助産師および准看護師として
市内の医療機関などに勤務しようとする方に対し、奨
学金を貸し付ける。

庄原赤十字病院西棟増改築助成【新規】
２億７２万円

　建物の安全面の確保や診療機能面の強化などを
図るため、本年度から大規模な増改築工事が行われ
る。この増改築工事に対し、建設補助および借入金
の償還助成を行なう。

平成２３年度予算

心と体の健康づくりで　命が輝くまち／保健・福祉・医療

庄原赤十字病院
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○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
癒
さ
れ
る
人

が
急
増

　

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
花
や
植
物
を
育
て
る

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
現
代
人
が
、

花
や
植
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
癒
さ
れ

た
い
と
い
う
思
い
や
、中
高
年
を
中
心
に
ゆ

と
り
あ
る
生
活
を
し
た
い
と
願
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
起
因
し
て
い
ま
す
。若
い

世
代
も
ハ
ー
ブ
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
花
や

植
物
への
関
心
が
高
ま
って
お
り
、独
身
者
の

部
屋
に
も
ミ
ニ
盆
栽
や
ミ
ニ
観
葉
植
物
が
飾

ら
れ
る
な
ど
、人
々
の
生
活
の
中
に
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
発
想
が
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
人
気
の
高
さ

　

平
成
20
年
に「
園
芸・庭
い
じ
り
」を
行
っ

た
人
が
、全
国
で
な
ん
と
３
２
６
０
万
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、日
本
の
総

人
口
の
実
に
約
25
％
に
も
上
り
ま
す
。平

成
21
年
の「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
０
９
」に
よ

る
と
、景
気
が
低
迷
す
る
中
、余
暇
活
動
へ

の
参
加
は
支
出
額
の
大
き
な
海
外
旅
行
な

ど
の“
非
日
常
型
レ
ジ
ャ
ー
”か
ら
、単
価
が

安
く
家
庭
や
近
場
で
繰
り
返
し
参
加
し
て

楽
し
め
る
よ
う
な“
日
常
型
レ
ジ
ャ
ー
”に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
いっ
た
室
内
で
楽

し
む
も
の
の
ほ
か
、こ
れ
ら
に
並
ん
で「
園
芸・

庭
い
じ
り
」が
大
幅
に
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。身
近
で
気
軽
に
楽
し
め
、花
や
緑
を
見

る
こ
と
で“
心
の
安
ら
ぎ
”、育
て
る
こ
と
で

“
喜
び
や
満
足
感
”が
得
ら
れ
る「
園
芸・庭

い
じ
り
」は
、人
気
の
レ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
観
光
資
源
に

　

自
宅
で
個
人
的
に
楽
し
む
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

は
、そ
の
個
々
の
家
庭
で
個
性
や
セ
ン
ス
が
あ

ら
わ
れ
る
の
で
植
物
園
と
は
違
っ
た
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、各
家
の
庭
が
美
し

く
な
る
こ
と
で
町
全
体
の
景
観
が
美
し
く

な
り
、そ
れ
が
人
を
引
き
付
け
る
観
光
資
源

へ
と
つ
な
が
って
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
喜
び
に

　

庭
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
リ
ア
で
あ

り
、自
分
自
身
を
癒
や
す
大
切
な
空
間
で

す
。他
人
が
入
り
込
ん
で
乱
さ
れ
た
く
な

い
と
誰
し
も
思
い
ま
す
。し
か
し
、オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
に
参
加
す
る
人
は
、自
分
が
丹
精

込
め
た
庭
や
花
壇
を
、同
じ
趣
味
を
持
つ
人

に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
共
感
し
て
も
ら
い
、

訪
れ
た
人
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
大

き
な
喜
び
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　皆さんは、オープンガーデンという言葉をご存知でしょうか？自宅の庭
をある期間、一般の人たちに公開することをいいます。ガーデニングが
全国的なブームになる中、このオープンガーデンに注目した取り組みが
庄原市で動き始めています。また、市が進めるクラスターのまち実現プロ
ジェクト、庄原地域の取り組みの一つとしても期待が高まっています。
　今月号では、新たな観光資源として期待されるこの取り組みを取り上
げ、庄原市のまちづくりを考えていきたいと思います。

オープンガーデンとは

オープン（開放）とガーデン（gun=囲まれ

ている、eden=楽しみ・悦びが語源）が組

み合わさった言葉で、囲まれていて美し

く快適な場所を開放すること。1920 年

代に英国で始まったもので、現在日本で

も広がりを見せている。

今
な
ぜ
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
な
の
か

あなたの自慢の庭を見せてください
特集
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全
国
的
な
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
人
気
か
ら

庄
原
市
で
も
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
進
め
る

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
好
き
が
集
ま
っ
た「
し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
」

は
、昨
年
８
月
の
設
立
以
来
、「
身
近
な
玄
関
か

ら
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

しょうばら花会議
理事長

佐藤浩子さん

庭主部会
部会長

貝﨑光昭さん

しょうばら花会議の活動をご紹介

①仲間集めと気運の醸成

昨年度、ハンギングバスケットの講習会、フラワーロードの植栽ボランティア、

オープンガーデンの先進地視察、ガーデニングコンテストやガーデニング講演

会などのイベントを実施し、花好きの仲間を集める。現在の会員数は 108 人。

②ガーデニング技術の向上とオープンガーデンの実施

　�植物の育成や管理方法の講習と実習、花仲間との情報交換の場を提供するた

めの「庭花部会」、また、オープンガーデンの実施に向けた「庭主部会」を設置。

庭主が安心して庭を公開できる仕組みづくりを構築し、庄原のオープンガー

デン実施を目指す。

Open Garden
　

さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
し
た

い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、庄
原
市
に
も
す

て
き
な
庭
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
知
っ
た
こ

と
で
す
。す
で
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

　

４
月
に
立
ち
上
が
っ
た「
庭
主
部
会
」

の
部
員
は
、佐
藤
理
事
長
の“
庄
原
を
愛

す
る
熱
き
思
い
”に
導
か
れ
、活
発
に
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」の
開
催

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、し
ょ
う
ば
ら
花

会
議
の
理
事
長　

佐
藤
浩
子
さ
ん
と
庭
主
部

会
の
部
会
長　

貝
﨑
光
昭
さ
ん
に
伺
い
ま
し

た
。

る
庭
も
あ
る
こ
と
か
ら
、市
内
に
点
在
す
る

宝
物
の
よ
う
な
庭
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

ぐ
こ
と
で
、庄
原
の
花
と
庭
に
よ
る
魅
力
を

発
信
で
き
る
と
思
い
、庭
主
部
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。こ
れ
が
庄
原
市
の
観
光
振
興
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
趣
味
と
し
て
始
ま
っ
た
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
が
、“
地
域
の
景
観
づ
く
り
”や“
安
心

安
全
の
地
域
づ
く
り
”“
子
ど
も
の
情
操
教

育
”“
交
流
人
口
の
増
加
と
滞
在
時
間
増
加

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
”な
ど
社
会
生
活
に

広
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
、他
市
の
事
例

な
ど
か
ら
分
か
って
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
玄
関
先
か
ら

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」の
活
動
は
で

き
ま
す
。楽
し
み
な
が
ら
無
理
な
く
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。市
民
一
人
一
人
が
そ
う
いっ

た
意
識
に
変
わ
って
い
け
ば
、す
ば
ら
し
い

ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。将
来
、ニュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ

う
な
花
で
あ
ふ
れ
る
す
て
き
な
ま
ち
に

な
る
よ
う
に
、さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

庭
主
部
会
の
活
動
の
最
大
の
目
的
は
さ

と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
進
め
成
功
さ

せ
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、個
々
の
庭
の
魅

力
だ
け
で
な
く
部
員
の
連
携
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。思
う
ほ
ど
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、試
行
錯
誤
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

訪
れ
る
方
に
は
、四
季
折
々
の
色
彩
に
囲
ま

れ
た
花
木
と
里
山
の
自
然
を
生
か
し
調
和
し

た
庭
風
景
に
触
れ
て
も
ら
い
、ひ
と
時
の
や
す

ら
ぎ
と
癒
や
し
の
気
分
を
味
わ
って
も
ら
い
た

い
。庭
を
見
て
い
い
な
ぁ
と
少
し
で
も
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
、庄
原
に
住
み
た
い
、ま
た

来
て
み
た
い
と
い
う
人
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、市
民
が一体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、遠
く
か
ら

で
も
度
々
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た

い
。市
民
が
盛
り
上
が
っ
て
な
い
と
、訪
れ

た
人
は
盛
り
上
が
ら
な
い
し
、感
動
し
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
の
輪
」が
広
が
り
、県
内
外
か
ら
の
交
流

人
口
が
増
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
動
き

10
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年間活動数（回）

参加率（％）

年間平均費用（千円）
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【園芸・庭いじりへの参加率と年間活動回数の推移】

（年）
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20.0

17.7

39.2
37.4

38.5
37.5

38.7
37.337.8

29.5
27.6

29.529.4

34.133.0
34.7

庄
原
の
宝
を
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

交
流
人
口
の
増
加
に
期
待
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し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
の

メ
ン
バ
ー
が
自
慢
の
庭
を
披
露

わ
た
し
た
ち
と
一緒
に

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

　山あいの中にある自宅の庭
は、周りの自然に溶け込み、でき
るだけ周りと一体になるように
土手や空き地を利用し、山野草
を中心に植えています。派手さ
はありませんが、一年中何らかの
花が咲いて、わたしにとってはま
さに桃源郷のようなところです。

　自宅の裏に、ジャーマンアイリ
スという花を25 年前から植え
始めました。かなり苦労しました
が、現在では約 130 〜 140 種、
6,000 本以上が花を咲かせてく
れるまでになりました。

　この庭は、わたしたちの老後
のリハビリにという思いで作りま
した。
　春夏秋冬の花を愛でて、夫婦
ともども心を癒やして楽しんで
います。

　庭にある花や木のほとんど
が、仕事先などでいただいたも
のや採取してきたもので、差し
木や接ぎ木をして育てました。そ
の一つ一つに思い入れがありま
す。夫婦で楽しく手入れをしてい
ます。

　寺迫美智枝さん
（本町）

わたしの桃源郷

自慢のジャーマンアイリス

　バックに望む吾妻山のふもと
で、季節の花々が庭に彩りを添
えてくれます。お庭の花と一緒
に、福田頭を望める比和の景色
がとても好きです。

　滝川聖治さん

　　　紀子さん

　ご夫妻（比和町）

雄大な山が最高の景色に 一つ一つの花木に思い入れ

くつろげる空間に

田村虎和さん
（川西町）

　宮本暁雄さん

　　　ひとみさん

　ご夫妻（市町）

三上敏枝さん
（西本町）

　

本
格
的
な
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
実
施
に
向
け
て
、５

月
21
日（
土
）・22
日（
日
）・６
月
11
日（
土
）・12
日（
日
）に

実
験
的
に
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
商
工
観
光
課（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　石ころをベースに作った庭で
す。スイセン、コスモス、キスゲ、
山野草など数多くの花木を植え
ています。休憩できるハウスも整
備していますので、お茶を飲みな
がらゆったりとした時間を過ごし
ていただけます。

　山水が流れる庭は、都会では
見られない庭だと思います。妻
が企画・提案したものを、わたし
が作業し形にしています。庭づく
り、花づくりをするようになって
一層庭に愛着を感じるようにな
りました。

　わたしたちは夫婦で花が大好
きです。花を見ているととても心
が穏やかになりますね。花は種か
ら愛情をかけ育てています。花づ
くりは難しいところがおもしろい
ですし、毎年咲き方が違うところ
も楽しいところです。

　50aほどある敷地に 2,000
本以上の花木を植えています。
植物園など見物するよりも自宅
でそれに負けないものを作ろう
と思い立ち20 年以上かけて整
備しました。ひと通り手入れする
のに2週間ほどかかります。

　山の斜面のある庭でとても見
晴らしが良いです。足湯や月見
台など楽しい仕掛けもあります。
山の上からゆっくりと景色を眺
めながら味わうお酒は最高です
よ。

Open Garden

山根　治さん
（板橋町）

 谷口義則さん

 　　多実子さん

 ご夫妻（濁川町）

佐々木二千六さん

　　　隆子さん

ご夫妻（市町）

貝﨑光昭さん
（東本町）

三村桂子さん
（板橋町）

オリジナルの植物園ゆったりした時間を提供します

夫婦で愛情をかけ育てています庄原ならではの庭

楽しい仕掛けで楽しめます　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
で
は
、身
近
な
玄
関
先
か
ら

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、楽
し
く
な
い
活
動
は
長
続
き
し
ま
せ

ん
。当
会
は“
参
加
す
る
人
が
愉
快
で
楽
し
い
こ
と
”

が一番
の
目
標
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。楽
し

み
な
が
ら
、住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て一緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す



広報 2011.05 12

　

花
好
き
の
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、

公
園
独
自
の
魅
力
と
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

Open Garden
インタビュー

インタビュー

　

公
園
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、市
内
が
花
で
あ
ふ
れ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
ん

な
と
き
市
民
で
作
る「
し
ょ
う
ば
ら
花

会
議
」が
立
ち
上
が
っ
た
と
知
り
、こ
れ

は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。備
北
丘

陵
公
園
の
管
理
運
営
は
、こ
れ
ま
で
財

団
法
人
公
園
緑
地
管
理
財
団
が
国
か

ら
受
託
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
６
月

か
ら
地
元
の
市
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
「
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま
」

が
中
心
と
な
り
、全
国
の
国
営
公
園
の

管
理
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ「
公
園
緑

　

市
は
、各
地
域
の
個
性
や
特
性
を

発
揮
し
な
が
ら
一
体
的
な
発
展
を
目

指
す「
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ま
ち
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

の
中
で
庄
原
地
域
は“「
ま
ち
」は「
公

園
」
！
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
”と
し
て
、

国
営
備
北
丘
陵
公
園
へ
来
園
さ
れ
る

観
光
客
を
ま
ち
な
か
に
誘
導
す
る
仕

掛
け
を
作
り
、地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
を
狙
って
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
の
が

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
す
。そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
丹
精
込
め
て
手
入
れ
さ
れ

地
管
理
財
団
」と
植
物
に
関
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
を
持
つ「
広
島
緑
地
建
設
」の
３

者
で
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、公
園
内
だ
け
で
な
く
園
外
に

目
を
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も

行
え
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。地
域
に
対

し
て
す
ぐ
に
公
園
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
検
討
し
、公
園
が
持
っ
て
い
る
花
の
知
識

や
技
術
を
伝
え
る
こ
と
、逆
に
公
園
に
来

て
い
た
だ
い
て
、公
園
づ
く
り
に
い
ろ
い
ろ

と
携
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、公
園
内
施
設
を
利
用
し
て

技
術
講
習
を
行
い
、そ
の
代
わ
り
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お
願
い
し
、園
内
の
花

の
植
え
付
け
や
手
入
れ
な
ど
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
お
互
い

に
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
と
と
も
に
お
互
い

の
距
離
が
近
づ
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

の
取
り
組
み
が
広
が
り
、市
民
の
方
に
花

づ
く
り
が
浸
透
し
て
い
け
ば
、花
の
あ
ふ
れ

る
庄
原
市
に
な
る
。そ
う
な
って
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
。

て
い
る
庭
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う

こ
と
で
、交
流
が
生
ま
れ
、花
作
り
の
楽

し
み
や
喜
び
が
市
内
全
体
に
広
が
り
、市

内
が
美
し
い
景
観
に
な
れ
ば
、丘
陵
公
園

来
園
者
が
ま
ち
な
か
を
回
遊
し
、活
気

あ
る
市
街
地
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。市
民
が
つ
く
る「
し
ょ
う
ば
ら
花
会

議
」を
中
心
に
、花・庭
に
興
味
の
あ
る
方

が
、自
分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、玄
関

先
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
な
ど
、思
い
思
い
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
い
た
だ

く
こ
と
で
、交
流
人
口
が
増
え
ま
ち
な
か

が
活
性
化
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。市
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る「
ま
ち
な
か
周
辺
」を
舞

台
と
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り「
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
」が
市
内
全
域
に
広
が
り
、丘

陵
公
園
を
核
に
し
な
が
ら
、花
の
ま
ち
庄

原
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商工観光課
三玉政則課長

備北丘陵公園
公園管理センター長
奥井智裕さん

花
と
緑
の
ま
ち
を

目
指
し
て

の
魅
力
で
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
国
営
備
北
丘
陵
公
園
。こ
の
公
園

と
の
連
携
が
今
後
の
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
の
鍵
を
握
る
と
佐
藤
理
事
長
は
話
し

て
い
ま
す
。し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
な
ど
市

内
の
動
き
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、備
北

丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
奥
井
智
裕

管
理
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

連
携
で
花
の
あ
ふ
れ
る
庄
原
市
に

市
内
全
体
の
取
り
組
み
へ

○
花
と
緑
で
集
客
す
る
国
営
備

北
丘
陵
公
園
と
連
携

○
課
長
に
聞
く

　

さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
事
業

を
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
ま
ち
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
の
取
り
組
み
か
ら
、市
内
全
体
へ

の
取
り
組
み
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
市
。

　

今
後
の
展
開
な
ど
を
こ
の
事
業
を
担

当
す
る
商
工
観
光
課　

三
玉
政
則
課
長

に
聞
き
ま
し
た
。
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木質バイオマス関連事業
および㈱ジュオンの
現状と今後の方針
林業振興課木質バイオマス係　☎０８２４−７３−１１３０

　

広
大
な
森
林
を
持
つ
本
市
は
、豊
富
な

森
林
資
源
を
強
み
と
し
て
有
効
活
用
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、平
成
18
年
３

月
に
策
定
し
た「
み
ど
り
の
環
経
済
戦
略

ビ
ジ
ョン（
※
１
）」に
お
い
て
、市
の
３
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の一つ
と
な
る「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
２
）」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。そ
し
て
、森
林
資
源
の
有
効
活
用
に

よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
や
森
林・里
山
再

生
、林
業
振
興
を
図
る
た
め
、ペ
レ
ッ
ト
製
造

事
業
や
ペ
レ
ッ
ト
利
用
機
器
の
導
入
促
進
を

は
じ
め
、今
日
ま
で
各
種
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

事
業
の
中
に
は
、具
体
的
な
成
果
が
出

て
き
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　市が推進してきた木質バイオマス関連事業
のうち、㈱ジュオンおよびグリーンケミカル㈱が
実施していた事業は、㈱ジュオンの営業停止に
より中断を余儀なくされています。
　今回の事態で、市民の皆さん並びに関係者
の皆さんへ多大なるご心配をお掛けしており、
また企業情報を含むことなどから十分な情報

提供ができていないことについて、お詫び申し
上げます。
　３月３１日に、前述の２社から今後の方向性
が示され、代理人弁護士および金融機関など
で確認されたことから、これまでの経緯とともに
市民の皆さんへお伝えします。

※
１
　
市
の「
強
み
」
で
あ
る
農
村
・
農
林
業
資
源
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
経
済
循
環

を
創
出
し
、
市
民
所
得
の
向
上
と
か
つ
て
の
心
豊
か

な
暮
ら
し
や
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
。

※
２
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
各
種
構
想
・
計
画
の
策
定
と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く

具
体
的
な
事
業
の
総
称
。

み
ど
り
の
環
経
済
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
18
年
）

木質バイオマス活用プロジェクト
◆基本となる計画・構想
　・庄原森のバイオマス産業団地構想（平成 18年）
　・庄原市地域新エネルギー重点ビジョン（平成 19年）
　・庄原市バイオマスタウン構想（平成 19年）
◆計画・構想に基づく具体的事業
　・庄原産ペレットの製造事業
　・ペレット利用機器の導入促進
　・木質バイオマス利活用プラント整備事業　など

農業自立振興プロジェクト

観光振興・定住促進プロジェクト

3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

木質バイオマスを有効活用する各種事業を推進

■【木質バイオマス活用プロジェクトの取り組み】 木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取
り
組
み
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そ
の
よ
う
な
中
、本
市
と
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
関
連
事
業
の
推
進
に
係
る
協
定
を
締
結

し
て
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
㈱
ジ
ュ
オ
ン
が
昨
年
11
月
30
日
、営
業

を
停
止
し
破
産
手
続
き
の
申
し
立
て
準
備

を
行
う
と
の
告
示
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、市

は
事
実
関
係
の
把
握
や
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、事
業
継
続
に
向
け
て
関
係
者

と
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
31
日
に
は
、㈱
ジ
ュ
オ
ン
お
よ
び

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の
２
社
か
ら
今
後
の

方
向
性
に
関
す
る
意
思
表
示
が
あ
り
、代

理
人
弁
護
士
お
よ
び
金
融
機
関
な
ど
で
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
そ
の
方
針
に

基
づい
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

（
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
方
針
は
15

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
）

　

㈱
ジ
ュ
オ
ン
の
営
業
停
止
に
よ
り
生
じ
た

今
回
の
事
態
は
、プ
ラ
ン
ト
事
業
の
本
格
稼

動
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
矢
先

の
突
然
の
出
来
事
で
あ
り
、市
も
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、関
係
機
関
と
の
調
整
を
含

め
、事
業
継
続
の
た
め
の
情
報
収
集
や
関
係

者
と
の
協
議
な
ど
、事
態
の
打
開
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■木質バイオマス活用プロジェクトの各種事業

㈱
ジ
ュ
オ
ン
の
営
業
停
止
に
よ
る

事
業
へ
の
影
響

市
の
考
え
方
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針

事　　業

㈱ジュオン・グリーンケミカル㈱関連事業
ペレット
製造事業

ペレットボイラー・ペレットストーブ
導入事業

リフレッシュハ
ウス東城への木
質チップボイ
ラー導入

バイオエタノー
ル実証実験

木質バイオマス
利活用プラント
整備

庄原産ペレット製
造事業の事業化

新庁舎へのペ
レットボイラー
導入

温泉施設などへ
のペレットボイ
ラーの導入
①道後山高原荘
②すずらんの湯
③鮎の里
④神之瀬の湯

公共施設へ 63
台のペレットス
トーブ導入

整備年度 平成 19年度 平成 19年度
平成 20〜
22年度

平成 21年度 平成 20年度
平成 21〜
22年度

平成 19〜
20年度

これまでの
実績

（H23.3.31
現在）

チップ使用量 製造量
製造量
（木粉、樹木油出油）

原料使用量および
ペレット製造量

ペレット使用量 ペレット使用量 ペレット使用量

857ｔ 141.7ℓ
−

（操業停止により）
原料　約 430t
製造量約 220t

108.3ｔ
一部稼動で
約 44ｔ

約 80ｔ

効果または
今後の取組み

①�灯油削減量約
160kl ／年
②��CO2削減量
　（3年間）
　1,232ｔ-CO2
③�国内クレジッ
ト取引
　937t-CO2
　（3年間）

・�最適製造条件確
立のための実証
実験を実施
・�製造コスト削
減が今後の研
究課題

年間 7,200ｔの
林地残材を活用
予定

４年後には年間
1,000ｔの製造、
林地残材2,000t
の有効活用を目標

地中熱熱源設備
との併用により
①��CO2 削減量
92ｔ-�CO2／年

②�ランニングコスト
　年間 40％の削減

本年度から年間
約 240t使用見
込み
①�灯油削減量
　約 130kl ／年
②CO2削減量
　約360ｔ-CO2／年

①�灯油使用
　削減量試算
　約 12kl ／年
②CO2削減量
　�約 29t-CO2／年

庄原工業団地に整備された
木質バイオマス利活用プラント
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事
業
の
中
断
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
の
は

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
が
、チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
事
業
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
活

用
で
き
、二
酸
化
炭
素
排
出
権
取
引
に
よ
る

新
た
な
収
入
増
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
ほ
か
、

プ
ラ
ン
ト
事
業
は
本
格
稼
動
に
よ
り
相
当

量
の
未
利
用
木
材
活
用
と
新
規
雇
用
創
出

も
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、豊
富
な
森
林
資
源
を

有
効
活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
に
合

致
す
る
も
の
で
あ
り
、今
後
と
も
事
業
目
的

の
達
成
の
た
め
に
継
続
実
施
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、そ
の
た
め
の
対
応
を
と

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、補
助
金
返
還
な
ど
の
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、国
お
よ
び
関
係
者
と

協
議
を
継
続
し
て
行
って
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
十
分
な
情
報
提
供
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、方
向
性
も
固
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、今
後
は
必
要
な
情
報
を
随
時
提

供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

①木質チップボイラー整備事業
◆事業主体：㈱ジュオン
◆事業年度：平成 19年度
◆事業概要：東城町の健康増進施設「リ
フレッシュハウス東城」へ、木質チッ
プを燃料とするボイラーを導入。
◆補助対象：建物、ボイラーおよび付属
設備
◆交付金額：1,996 万円
◆補助事業：農林水産省地域バイオマス
利活用交付金

灯油使用量や二酸化炭素排出量の削減に取
り組む。
また、削減した二酸化炭素排出量を国内ク
レジット制度により取引している。

①木質チップボイラー整備事業
・財産の無償取得および事業継続を検討
・国内クレジット取引の収入減に対する
　損害賠償の請求

②バイオエタノール実証実験施設整備事業
・酵素糖化技術の研究開発など、実験施  
　設として有効活用することを含め検討

③木質バイオマス利活用プラント整備事業
・事業譲渡により新たな受け手となるス
　ポンサーと事業継続に向けた協議

バイオエタノールを実際に製造し、大量生
産に関する最適条件などを研究。

平成 23年春の本格稼動に向け準備を進めて
いた。

②バイオエタノール実証実験施設整備事業
◆事業主体：㈱ジュオン
◆事業年度：平成 19年度
◆事業概要：木材を糖化発酵させてエタ
ノールを製造する実証実験の施設設備
を整備。
◆補助対象：エタノール製造機器
◆交付金額：1,441 万円
◆補助事業：農林水産省地域バイオマス
利活用交付金

③木質バイオマス利活用プラント整備事業
◆事業主体：グリーンケミカル㈱
◆事業年度：平成 20年度～ 22年度
◆事業概要：未利用の木質バイオマスか
ら、排気ガス浄化溶液の原料やバイオ
プラスチックの原料となる木粉を製造
する工場を建設。
◆補助対象：プラント内の機械設備
◆交付金額：4億 5,068 万円
◆補助事業：農林水産省地域バイオマス
利活用交付金

平成 22年 11月 30日　㈱ジュオンの営業停止・破産手続き準備により事業中断

◆㈱ジュオン、コスモエース㈱（㈱ジュオンの関連会社）は破産
◆㈱ジュオン代表取締役 西本徹郎氏、グリーンケミカル㈱代表取締役 西本清宏氏は自己破産
◆グリーンケミカル㈱は民事再生による事業譲渡（※）を目指す

関係者で事業継続や事業主体に関する協議

事業目的の達成と補助金返還などの負担回避に向けて

【平成 23年 3月 31日に確認された方向性】

★①～③の対応と合わせて、補助金返還などに関して国・関係機関と協議を続ける

《これまでの経緯と今後の方針》　（平成 23 年 4月6日現在）
【行ってきた事業の内容】
　市内で発生する未利用の木質バイオマス資源を有効活用し、循環型社会の構築や森林・里山再生、地域活性化
を図るため、以下の事業を行ってきました。

※
民
事
再
生
に
よ
る
事
業
譲
渡

民
事
再
生
と
は
、経
営
破
綻
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
と
る
こ
と
が
可
能
な
法
的
再
建
手
続
の

こ
と
。原
則
と
し
て
、裁
判
所
に
よ
っ
て
監
督
委

員
が
選
任
さ
れ
、裁
判
所
や
監
督
委
員
の
監
督

の
も
と
、債
務
者
自
ら
が
事
業
主
体
の
地
位
や

財
産
の
管
理
権
を
維
持
継
続
し
た
ま
ま
事
業

の
再
建
を
行
い
ま
す
。今
回
の
再
生
手
法
は
、

裁
判
所
の
許
可
を
得
て
第
三
者
へ
事
業
を
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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庄
原
中
学
校
の
校
舎
棟
改
築
工
事
が
４

月
８
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、４
月
15
日
に
は

同
校
で
地
鎮
祭
並
び
に
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
庄
原
中
学
校
」は
、平
成
22
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
計
画（
総
事

業
費�

約
33
億
２
千
７
百
万
円
）で
、全
面
改

築
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
校
舎
棟
建
築・
電
気
設
備
工

事
、校
舎
棟・特
別
教
室
棟・機
械
設
備
工
事

は
、本
年
３
月
に
施
工
業
者
を
決
定
。平
成

24
年
３
月
の
完
成
、同
年
４
月
の
供
用
開
始

を
目
指
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
部
分
が

使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、近
隣
の
施
設
を

借
り
、生
徒
を
バ
ス
で
輸
送
し
て
部
活
動
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、工
事
期
間
中
は
、①
工
事
区
域
と

学
校
区
域
を
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
壁
で
区
切

り
、工
事
区
域
への
進
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

車
両
の
出
入
口
な
ど
危
険
な
個
所
へ
は
警

備
員
を
配
置
す
る
。②
建
物
周
囲
の
足
場

●請負業者・工期など
【建築・電気設備工事（校舎棟）】

　請負人：小林建設・玉川工務店特定建設工事共同企業体
　工　期：Ｈ２３. ３. １８～Ｈ２４. ３. １６

【機械設備工事（校舎棟・特別教室棟）】
　請負人：中電工・スイセイ設備特定建設工事共同企業体
　工　期：Ｈ２３. ３. １８～Ｈ２４. ３. １６

※校舎で使用する地元木材は建築工事に先立ち、木材調達工
事（校舎棟・特別教室棟）として先行発注しています。（請負人：
備北森林組合、工期：Ｈ２３. ２. １５～Ｈ２３. ８. ３１）
※５月から現寄宿舎の解体撤去工事、７月ごろから特別教室
棟の建築・電気設備工事も始まる予定です。

庄原中学校改築工事が
始まりました

庄
原
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
改
築
事
業
推

進
委
員
会
）か
ら
の
お
知
ら
せ

庄
原
中
学
校
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
へ

　

卒
業
記
念
と
し
て
埋
め
ら
れ
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
、埋
ま
っ
て
い
る
場
所
な

ど
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
って
い
な
い
こ

と
か
ら
、現
校
舎
棟
の
解
体
工
事（
平

成
24
年
度
着
工
）が
始
ま
る
と
掘
り

出
す
の
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
な
ど
の
埋
設

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、庄
原
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局（
☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
１
９
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

教育総務課学校管理係　☎０８２４-７３-１１８６

を
シ
ー
ト
で
覆
い
、ち
り
や
ほ
こ
り
、騒
音
を

最
小
限
に
抑
え
る
な
ど
、安
全
対
策・教
育

環
境
へ
の
配
慮
に
取
り
組
み
な
が
ら
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

生
徒・保
護
者
を
は
じ
め
周
辺
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
、工
事
期
間
中
、何
か
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

安全祈願祭での鍬入れの様子

※校舎棟イメージ図

生徒輸送バスグラウンドに設置された進入防止用の壁
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●位置　庄原市高野町新市 1314 番地 1
●改修主要施設
　校舎（教室棟）2,079㎡（鉄筋コンクリート造 3 階建）
　屋内運動場　771㎡（鉄筋コンクリート造 2 階建）
　武道場　　　574㎡（鉄筋コンクリート造 2 階建）
●改修工事概要

○エレベーター棟および給食受入棟新設工事
○ 校舎改修工事
◆ 1 階：職員室改修・便所増設
◆ 2 階：便所改修
◆ 3 階：被服室をパソコン室に改修
 ◆共通：暖房設備の設置

◆増設：内装の改修・外壁塗装の塗り替え・屋根防水
の改修
○ 屋内運動場棟
　 屋根の塗り替え・アリーナ内壁の改修・外壁塗装

の塗り替え
○武道場棟
　 1 階柔道場を技術室に改修・外壁の塗り替え
○ 農業集落排水施設接続工事
　（既存合併浄化槽の解体）

●工期：平成 22 年 9 月 6 日～平成 23 年 3 月 18 日
●設計監理者：（有）谷口設計事務所
●工事施工者：藤元建設工業（株）

高野中学校が
移転しました

　

高
野
中
学
校
は
、昭
和
45
年
４
月
に
当
時

の
上
高
中
学
校
と
下
高
中
学
校
が
統
合
し
、

新
築
に
よ
り
開
校
し
ま
し
た
。以
来
40
有
余

年
の
な
か
で
、風
雪
に
よ
る
老
朽
化
が
進
み
耐

震
診
断
に
よ
る
強
度
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、早
急
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

市
は
、生
徒
の
安
全・安
心
な
学
校
生
活
を

保
障
す
る
た
め
、市
教
育
委
員
会
な
ど
の
各

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、平
成
21

年
３
月
に
閉
校
し
た
、耐
震
性
能
に
問
題
の

な
い
庄
原
格
致
高
等
学
校
高
野
山
分
校
の
校

舎
を
広
島
県
か
ら
譲
り
受
け
、新
た
に
高
野

中
学
校
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

実
施
設
計
、改
修
工
事
を
経
て
平
成
23
年

３
月
18
日
に
工
事
が
完
了
。３
月
31
日
に
移

転
を
終
え
、４
月
１
日
に
開
校
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、教
室
や
職
員
室
、ト
イ
レ
の
改
修

を
は
じ
め
、内
装
も
リ
ニュ
ー
ア
ル
、外
壁
も
新

し
く
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
棟
と
給
食
受
入
棟
を
新
設
し
、冷
暖
房

や
パ
ソ
コ
ン
室
な
ど
の
設
備
に
は
、最
新
の
技

術
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。音
楽
視
聴
覚
教

室
な
ど
旧
施
設
の
特
徴
を
生
か
し
て
使
用
で

き
る
個
所
は
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
高
野
中
学
校
が
目
指
す「
授
業

を
大
切
に
し
、活
気
あ
る
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
」と
し
て
未
来
に
向
け
て
光
輝
き
、「
自

立
し
社
会
性
の
あ
る
」「
学
習
意
欲
の
あ
る
」

「
高
野
を
愛
す
」生
徒
た
ち
が
育
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

■施設概要

新校舎での入学式のようす

リニューアルした屋内運動場

高野教育室教育係　☎０８２４-８６-２１９５

校舎改修落成・移転式で謝辞を述べる生徒会長
の堀江康基くん
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　契約のトラブルや多重債務など消費生活に関する相談をお受けし、解決のためのお手伝いをしています。

相談員にお気軽に　ご相談ください
消費生活相談員

行政相談委員

地域 氏  　名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所

庄原 中
なかやま

山　忠
ただあき

昭 0824-72-5873
※毎月第 3 木曜日 庄原市ふれあいセンター

0824-72-712013 時 30 分〜16 時 30 分

西城 作
さ く だ

田ユリコ 0824-82-3048
4・6・8・10・12・2 月の第 3 木曜日 西城保健福祉総合センター

0824-82-220213 時 30 分〜16 時 30 分

東城 滝
たきもと

本　昌
ま さ こ

子 08477-4-0650
※毎月第 3 木曜日 東城ふれあいセンター

08477-2-090913 時 30 分〜15 時 30 分

口和 石
い し だ

田　湶
いずなり

也 0824-89-2022
9・11・2 月の第 3 木曜日 口和老人福祉センター

0824-89-232013 時 30 分〜16 時 30 分

高野 井
いのうえ

上　清
きよのり

憲 0824-86-2732

6 月 22 日、8 月 24 日、10 月 19 日、
12 月 4 日、2 月 22 日 高野支所

0824-86-2115
9 時〜12 時

比和 村
む ら お

尾　孝
こうきち

吉 0824-85-2209
※毎月第 3 木曜日 比和文化会館

0824-85-260013 時 30 分〜15 時 30 分

総領 秋
あきやま

山　義
よしはる

治 0824-88-2217

※毎月 10 日（ただし 10 月は 13 日、
1 月は 12 日） 総領健康福祉センター

0824-88-3110
9 時〜11 時

☆都合により、日程を変更される場合がありますのでご了承ください。
☆定期相談日以外の日にも、各委員の自宅で相談に応じています。
☆中国四国管区行政評価局（広島市中区上八丁堀 6-30）電話: 082-222-1100

〔行政苦情 110 番 Tel：0570-090110〕でも行政相談を受け付けています。

　行政相談委員は、日々 の暮らしの中で「納得できない」、「どうしたらよいかわからない」、「こうしてもらいたい」な
ど、市民の皆さんの行政に対する苦情や意見・要望をお聞きし、助言や行政機関との橋渡しをしています。秘密
は固く守られますので、お気軽にご相談下さい。
※４月１日付けで、行政相談委員の内５人の方が総務大臣から再委嘱され、東城・高野地区の２人の方が新しく
委嘱されました。

●各地域の行政相談委員と定期相談日・受付時間、相談場所は次のとおりです。

相談日　毎週月～金曜日（祝日、年末年始除く）
　　　　９時～ 16 時（12 時～ 13 時休み）
ところ　市民生活課生活安全係内
相談先
庄原市消費生活センター
☎０８２４−７３−１２２８
市民生活課生活安全係
☎０８２４−７３−１１５４

後
ご と う

藤　尚
た か み

美天
てんどう

道　茂
し げ よ

代 八
やたがい

谷　こずえ
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相談員にお気軽に　ご相談ください
障害者相談支援員

各地域で障害者相談員を委嘱しています。定期の相談会を実施するとともに、随時ご相談に応じます。

障害者相談員

担当地域 氏　　　名 住　　　　所 自宅電話番号

庄　原

正
まさむね

宗　良
よしゆき

之 庄原市川北町 636 番地 1 0824-72-1606

田
た ば た

畠　富
と み お

夫 庄原市東本町一丁目 20 番 8 号 0824-72-6969

川
かわもと

本　春
は る お

夫 庄原市水越町 640 番地 0824-74-1114

西　城 長
は せ が わ

谷川敏
と し こ

子 庄原市西城町中迫 166 番地 0824-82-3727

東　城
岸
きしもり

森　修
しゅうぞう

三 庄原市東城町東城 69 番地 08477-2-0422

森
もりわき

脇　利
としかず

和 庄原市東城町帝釈未渡 589 番地 08477-6-0107

口　和 横
よこやま

山　敏
と し み

美 庄原市口和町宮内 89 番地 3 0824-87-2257

高　野 田
た な べ

部　秀
ひ で き

基 庄原市高野町新市 795 番地 1 0824-86-2229

比　和 和
わ だ

田　勅
ちょくそう

相 庄原市比和町三河内 1903 番地 0824-85-2368

総　領 永
ながおか

岡　孝
た か こ

子 庄原市総領町稲草 1323 番地 0824-88-2441

【知的障害者相談員】
担当地域 氏　　　名 住　　　　所 自宅電話番号

庄　原
四
し み ず

水　　薫
かおる

庄原市濁川町 603 番地 0824-72-4782

　三
み つ ご う ち

河内偉
い つ お

津夫 庄原市永末町 123 番地 0824-72-6451

西　城 大
お お つ

津サナエ 庄原市西城町西城 98 番地 0824-82-2329

東　城 藤
ふじさわ

澤　光
みつひろ

弘 庄原市東城町受原 144 番地 1 08477-4-0117

口　和 森
もりなが

永　正
まさのり

憲 庄原市口和町向泉 322 番地 0824-87-2082

高　野 加
か と う

藤　賢
けんそう

三 庄原市高野町新市 686 番地 0824-86-2507

比　和 戸
と だ に

谷　繁
し げ み

美 庄原市比和町比和 617 番地 2 0824-85-2765

正
まさおか

岡　清
き よ こ

子

　障害のある方々が自立した日常生活や社会生活を送れるよう、障
害者やそのご家族などからの相談に応じています。
　障害に関する相談ならどんなことでも受け付けていますので、お気
軽にご相談ください。
勤務日　毎週月曜日から金曜日（祝日を除く）９時～１６時
相談先
社会福祉課障害者福祉係内
☎０８２４−７３−１２４９（直通）

【身体障害者相談員】
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ま
た
、宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
の
支
援
要

請
を
受
け
、現
地
の
災
害
対
策
本
部
と
連
絡

を
取
り
合
い
、支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

支
援
先
な
ど
に
つい
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、宮
城
県

東
松
島
市
か
ら
職
員
派
遣
の
要
請
が
あ
り

一
般
事
務
職
員
２
人
、技
術
職
員
２
人
を
４

月
25
日
か
ら
派
遣
し
て
い
ま
す
。ま
た
、広

島
県
か
ら
保
健
師
の
派
遣
要
請
が
あ
り
２

人
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。（
一
般
事
務
職

員
と
技
術
職
員
は
２
週
間
交
代
で
７
月
末

日
ま
で
を
予
定
。保
健
師
は
１
人
ず
つ
１
週

間
程
度
を
２
回
予
定
）

※
そ
の
ほ
か
各
種
団
体
か
ら
派
遣
要
請
あ
り

（
水
道
協
会
、下
水
道
協
会
な
ど
）

※
宮
城
県
東
松
島
市
へ
の
物
資
搬
送
に
は

職
員
２
人
を
派
遣
。現
地
で
被
災
状
況
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
庄
原
市
の

支
援
状
況　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た

３
月
11
日
以
降
、市
は「
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
庄
原
市
災
害
支
援
対
策
本
部
」を

立
ち
上
げ
、関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
、

義
援
金
の
受
け
付
け
、救
援
物
資
の
提
供
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
被
災
地
に
対
し
、市
は
可
能
な
限
り
の

支
援
を
行
い
ま
す
。現
在
ま
で
の
支
援
状
況

お
よ
び
今
後
の
支
援
内
容
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

地
震
発
生
後
、義
援
金
窓
口
を
開
設
。市

民
生
活
課
、各
支
所
市
民
生
活
室
、西
城
し

あ
わ
せ
館
の
各
窓
口
で
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
時
点

９
９
０
件　

４
２
、４
５
２
、５
３
４
円

※
義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
金
し
ま
す
。

○
市
の
義
援
金

　

市
は
２
、０
０
０
万
円
を
義
援
金
と
し
て

広
島
県
市
長
会
へ
送
金
し
ま
す
。

（
庄
原
市
人
口
割
換
算　

約
５
０
０
円
/

人
）

　

３
月
24
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
個
人
か

ら
の
救
援
物
資
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

●
提
供
者
数　

６
７
３
人

●
受
付
状
況

品　名 数量（個数）

タオル 11,777

バスタオル 944

靴　下 2,553

肌　着 1,437

下　着 1,843

保存食 675

飲料水 592

内　　容 支　援　先 提供日

毛布・非常食 広島県経由宮城県 3月17日

長靴・タオル・
保存食など 宮城県東松島市 3月26日

水・非常食 福島県飯舘村 3月26日

タオル・肌着・
下着・保存食など 広島県経由被災県 4月� 4��日

がんばろう！
日本

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
６

たくさんの物資
義援金を

お寄せいただき
ありがとう
ございます

義
援
金
に
関
す
る
対
応

救
援
物
資
に
関
す
る
対
応

職
員
派
遣
な
ど
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
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「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」・「
応
援
し
た

い
庄
原
」へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る

こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
の
状
況
を
報
告
し
ま

す
。昨
年
度
は
、７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

被
災
地
の
復
興
を
目
的
と
し
て
、「
災
害
復

旧
に
関
す
る
事
業
」を
新
た
に
指
定
事
業

と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
親
戚
や
友
人
知
人
の
方
へ
ご
紹
介
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
３
７
５
１
万
円

た
だ
き
、“
げ
ん
き
”と“
や
す
ら
ぎ
”の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
財
源
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
詳
し
い
内
容

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

shobara.hiroshim
a.jp/

）を
ご
覧
に
な
る

か
、財
政
課
理
財
係（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆昨年度から、特典メニューに「庄原市特
産品セット」を加えました。

平成２０年７月～平成２３年３月までの寄附状況
指定事業の区分 寄附件数 寄附金額（円）

（1）自治および協働に関する事業 6 560,800

（2）産業および交流に関する事業 9 1,083,300

（3）環境、基盤および定住に関する事業 9 95,800

（4）保健、福祉および医療に関する事業 50 3,338,800

（5）教育および文化に関する事業 31 6,188,324

（6）重点戦略プロジェクトに関する事業 8 140,800

（7）財政健全化への取り組みに関する事業 6 975,800

（8）災害復旧に関する事業 19 2,176,000

（9）指定事業なし 90 22,953,468

合　　計 228 37,513,092

　

５
千
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

に
は
、広
報
紙
を
１
年
間
お
届
け
し
ま

す
。

　

３
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

に
は
、広
報
紙
と
併
せ
て
、「
庄
原
市
特

産
品
セ
ッ
ト
」「
市
史・町
史
誌
」「
庄
原

産
木
材
で
制
作
し
た
木
の
器
」の
中
か

ら
ご
希
望
の
も
の
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
は
、住
居
と
し

て
市
内
の
公
営
住
宅
11
戸
、避
難
所
と
し
て

総
領
町「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
田
総
」を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

多
く
の
被
災
者
の
方
の
た
め
に
、庄
原
市
と

し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
の
で
、引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

財
政
課
理
財
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
２

被
災
者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
対
応

トラックいっぱいに積み込まれた支援物資
東松島市の阿部秀保市長（右）に支援物
資を手渡す職員

豪
雨
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

　

７
月
16
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

に
対
す
る
見
舞
金
に
つ
い
て
、前
回
掲

載
し
ま
し
た
３
月
号
以
降
に
い
た
だ
い

た
企
業・団
体
名
、個
人
の
お
名
前
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

見
舞
金
名
簿（
敬
称
略
）

【
個
人
】田
邊　

孝
子

※
見
舞
金
は
市
の一般
会
計
の
歳
入
と

し
、災
害
復
興
支
援
に
係
る
事
業
の

経
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

４月 22 日に行われた職員派遣の壮行式
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Series みんなでまちづくりシリーズ

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
ル
ー
ル

Let's make a town together

NO.06
自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
９

　まちづくり基本条例（仮称）素案の最終報告書が３月30
日、策定委員会から滝口季彦市長へ提出されました。
　野原建一策定委員長は「条例のあり方について行政や
議会はもちろん、できるだけ多くの市民へ議論いただきた
い。また、この条例の制定が“市民が主役のまちづくり”の原
動力となることを期待しています」と述べました。
　この最終報告書は、条例素案、アンケート調査結果、策
定の経過、策定委員会名簿などで構成されており、市ホー
ムページや自治振興課、各支所自治振興係で閲覧が可能
です。
　今後は、この条例素案をもとに市民の皆さんと意見交換
をしながら、条例制定に向けた取り組みを進めていきます。

滝口市長へ最終報告書を手渡す野原委員長（中央）と
山内文雄副委員長（右）

条例が制定されるまでの道のり

策定委員会

行　　政

条例制定

設置（H２２・２・２）

基��礎��学��習

条例素案の検討

条例素案をもとに条例案の作成

議会へ提案

条例素案を市長へ提出（H23・3・30）

○シンポジウム
○自治振興区などとの意見交換
○パブリックコメント

アンケート実施
（H22・10）

前　文

総則（目的・位置付け・用語の定義）

市民の権利と責務 市長および市職員の責務市議会の役割

連携と交流 市政運営

条例の推進

基本原則（情報共有・参画・協働・人権尊重・男女共同参画）

条例素案の構成

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）の

最
終
報
告
書
が
市
へ
提
出
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第
１・２
回
で
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
と
お
り
、医
療
費

の
増
加
に
よ
り
、市
の
国
保
財

政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、本

年
度
、国
保
税
の
税
率
を
変
更

し
ま
す
。変
更
後
の
税
率
を
適

用
し
た
国
保
税
は
、平
成
23
年

度
の
課
税
分
か
ら
適
用
し
ま

す
。ま
た
、賦
課
限
度
額
も
表

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、職
場
の

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
74
歳
ま
で
の
人
が
、病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
、安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
た
め
に
加
入
者
み
ん

な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税

は
、こ
う
し
た
医
療
費
や
出
産・

死
亡
時
の
給
付
金
な
ど
の
大
切

な
財
源
に
な
って
い
ま
す
。

国
保

「
国
保
税
の
し
く
み
」

～
庄
原
市
国
保
の
将
来
の
た
め
に
～

シ
リ
ー
ズ　

第
３
回

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

国
保
税
の
軽
減
制
度

　

国
民
健
康
保
険
に
は
所
得
の
状
況
や
失

業
の
理
由
な
ど
に
よ
り
、２
つ
の
軽
減
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
要
件
】世
帯
主
、世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
お
よ
び
特
定
同
一世
帯
所
属
者
の
所
得
の

合
算
額
が一定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

【
軽
減
対
象
】納
税
義
務
者
に
対
し
て
賦
課

す
る
国
保
税
の
う
ち
、均
等
割・世
帯
平
等

割
を
減
額
判
定
所
得
に
応
じ
て
軽
減
し
ま

す
。

注
意
！

　

世
帯
の
所
得
が
減
額
判
定
所
得
以
下
で

あ
っ
て
も
、世
帯
員（
国
保
関
係
者
）の
中
に

住
民
税
申
告
な
ど
で
所
得
を
確
定
し
て
い

な
い
方
が
い
る
場
合
に
は
、軽
減
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
要
件
】倒
産
、解
雇
、雇
い
止
め
な
ど
で
離

職
さ
れ
た
人
で
、次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

○
離
職
時
点
で
、65
歳
未
満
の
方

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い

る
方

○
そ
の
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
が

「
11
、12
、21
、22
、23
、31
、32
、33
、34
」の
い

ず
れ
か
の
方
。

【
軽
減
対
象
】国
保
税
の
算
定
基
礎
と
な
る

前
年
所
得
の
う
ち
、離
職
者
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
計
算
し
ま
す
。

【
軽
減
期
間
】離
職
し
た
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
。（
平
成
23
年
３

月
31
日
に
離
職
し
た
場
合
は
、最
長
平
成

25
年
３
月
末
ま
で
が
軽
減
対
象
と
な
り
ま

す
。）

【
届
け
出
】雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
保

険
証・印
鑑
を
持
参
の
上
、保
健
医
療
課
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

次
回
は
、医
療
費
適
正
化
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つい
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　　　分
医　療　分 後期高齢者支援分 介護分（40 歳〜 64 歳の人）

平成 22 年度まで 平成 23 年度から 平成 22 年度まで 平成 23 年度から 平成 22 年度まで 平成 23 年度から

所得割額の税率
（前年中の所得に応じて計算） 4.4％ 6.0％ 1.8％ 2.1％ 1.4％ 1.4％

資産割額の税率
（今年度の固定資産税額に応じて計算） 20.4％ 22.2％ 9.6％ 8.0％ 9.7％ 9.7％

均等割額
（加入者 1 人当たり） 17,500 円 18,900 円 6,700 円 6,700 円 8,600 円 8,600 円

世帯平等割額
（1 世帯当たり） 14,500 円 15,900 円 5,600 円 5,600 円 4,500 円 4,500 円

賦課限度額
（1 世帯当たりの賦課額の上限）500,000 円 510,000 円 130,000 円 140,000 円 100,000 円 120,000 円

◆国民健康保険の税率表（網掛け部分が変更点）

例 1：夫（70 歳、年金年収 120 万円、固定資産税なし）妻（65 歳、年金年収 80 万円）

改正前 年税額：20,500 円 改正後

6.3％増

14.3％増

年税額：21,800 円

例 1：夫（45 歳、給与収入 300 万円、固定資産税なし）妻（40 歳、所得なし）子ども 2人

改正前 年税額：259,400 円 改正後 年税額：296,600 円

区分 減額判定所得

7 割軽減 所得が 33 万円以下の世帯

5 割軽減

所得が 33 万円＋ 24.5 万円×

（世帯主を除く世帯人数）を超

えない世帯

2 割軽減
所得が 33 万円＋ 35 万円×（世

帯人数）を超えない世帯

本
年
度
か
ら
国
保
税
の

税
率
な
ど
を
変
更
し
ま
す

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
制
度

②
倒
産・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
に

対
す
る
軽
減
制
度
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おす
すめ

商工観光課　☎０８２４−７３−１１７７

　

比
婆
山
連
峰
の
西
側
に
位
置
す
る
山
野

草
の
宝
庫
、吾
妻
山
。地
元
山
野
草
ガ
イ
ド

の
竹
田
至
さ
ん
が
、登
山
初
心
者
に
も
わ
か

り
や
す
く
季
節
の
花
々
を
説
明
し
て
く
れ

ま
す
。吾
妻
山
の
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
満
喫
コ
ー
ス

と
き　

毎
週
木
曜
日　

10
時
30
分
～
12
時

定
員　

２
人
～
15
人

料
金　

６
０
０
円　

※
保
険
料
を
含
む

◆
ぶ
ら
り
散
策
コ
ー
ス

と
き　

毎
週
水
曜
日　
10
時
30
分
～
11
時
10
分

定
員　

２
人
～
15
人

料
金　

４
０
０
円　

※
保
険
料
を
含
む

と
こ
ろ　

休
暇
村
吾
妻
山
ロッ
ジ

　

次
回
は
、竹
田
さ
ん
の
紹
介
で
、特
産
品

加
工
研
究
会“
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
”の
皆
さ
ん
に

よ
る「
備
後
八
幡
の
自
然
の
恵
み　

山
野
草

茶
づ
く
り
体
験
」で
す
。

■
４
月
３
日　

三
次
さ
く
ら
祭
り（
三
次
市
）

　

三
次
市
の
三
次
さ
く
ら
祭
り
に
も
出
か

け
、観
光
情
報
を
入
れ
た
バ
ッ
グ
１
０
０
０

個
を
配
布
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、桜
情
報
や
上

野
公
園
な
ど
の
庄
原
市
の
観
光
地
も
紹
介

さ
れ
、人
気
を
集
め
ま
し
た
。

■
４
月
７
日　

そ
ご
う
百
貨
店（
広
島
市
）

　

広
島
市
中
心
部
の
そ
ご
う
百
貨
店
で
Ｐ

Ｒ
。玄
関
口
に
備
北
丘
陵
公
園
の
ス
イ
セ
ン

を
華
や
か
に
飾
り
、県
北
の
春
の
香
り
を
い

ち
早
く
届
け
ま
し
た
。キ
ョロ
や
ま
く
ん
も

ス
イ
セ
ン
の
前
で
元
気
に
庄
原
市
を
Ｐ
Ｒ
。

備
北
丘
陵
公
園
の
ス
タ
ッ
フ
と一緒
に
８
０
０

部
の
観
光
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

帝
釈
峡
や
備
北
丘
陵
公
園
な
ど
の
名
前

は
知
っ
て
い
て
も
、そ
の
ほ
か
の
観
光
地
を
よ

く
知
ら
な
い
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ

ん
な
中
、「
１
本
桜
を
見
に
行
き
た
い
」「
節

分
草
な
ど
山
野
草
が
有
名
で
す
ね
」と
い
う

声
や
、紹
介
し
た
体
験
メ
ニュ
ー
に「
こ
ん
な

に
楽
し
そ
う
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
」「
お
も
し
ろ
そ
う
」と
さ
と
や

ま
に
興
味
を
示
す
人
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。訪
れ
た
人
の
中
に
は
、庄
原
市
出

■
４
月
１
日　

商
業
ビ
ル「
ア
イ
ネ
ス
フ

ク
ヤ
マ
」（
福
山
市
）

　

Ｊ
Ｒ
福
山
駅
南
口
に
開
業
し
た
商
業
ビ

ル「
ア
イ
ネ
ス
フ
ク
ヤ
マ
」の
オ
ー
プ
ン
記
念

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、庄
原
さ
と
や
ま
博
春

の
ニュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ

シ
な
ど
１
０
０
０
部
を
さ
と
や
ま
の
お
母
さ

ん
や
帝
釈
峡
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
配
布
し
ま
し
た
。さ
と
や
ま
博
の
体
験
メ

ニュ
ー
や
帝
釈
峡
湖
水
開
き
な
ど
の
春
の
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
、庄
原
市
の
春
の
魅
力
を

発
信
し
ま
し
た
。

　庄原さとやま博のマスコットキャラクターで広報部員のキョロ
やまくんが、連日、県内各地でさとやま博と庄原市の観光ＰＲを
精力的に行っています。

開 催 中

竹田至さんの
ガイド案内で楽しむ

「吾妻山　山野草散策」

庄
原
さ
と
や
ま
博
の
お
問
い
合
わ
せ
、体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
お
申
し
込
み
は
、庄
原
市
観
光

協
会
連
合
会
観
光
公
社
設
立
準
備
室（
☎

０
８
２
４

−

７
５

−

０
１
７
３
）ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://shobara-satoyam
a.jp/

■
庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会
事
務
所

が
移
転

　

元
ウ
ツ
ミ
ヤ
証
券
ビ
ル
２
階
か
ら
同

ビ
ル
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。電
話・Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
内
の
観
光
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

※
体
験
メ
ニュ
ー
主
催
の
ご
相
談
や
観
光

情
報
の
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

身
の
人
も
い
て「
懐
か
し
い
」と
思
い
出
に
浸

り
な
が
ら「
機
会
が
あ
れ
ば
、ふ
る
さ
と
の

観
光
地
へ
も
足
を
運
び
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、市
外
各
地
へ
出
向
き「
庄

原
さ
と
や
ま
博
」と
市
の
観
光
地
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。ど
こ
か
で
キ
ョロ
や
ま

く
ん
を
見
か
け
た
ら
、声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
関
し
て
、義
援
金
や
災

害
見
舞
金
を
送
る
と
い
う
名
目
で
、そ
れ

ら
し
い
団
体
名
を
名
乗
っ
て
、電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
募
金
の
振
り
込
み
を
勧
誘
す
る
。

　

市
町
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を
名

乗
っ
て
電
話
し
、現
金
を
振
り
込
ま
せ
た

り
、直
接
訪
問
し
た
り
し
て
現
金
を
だ

ま
し
取
る
。

　

な
ど
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
基
本
に
、“
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
”“
飲
酒
運
転
の
根
絶
”“
シ
ー
ト
ベ
ル

ト・チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
”の
３
つ
を
重
点
に
し
た
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

☆
夕
方
か
ら
の
外
出
は
、反
射
材

用
品
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
☆

安
心・安
全
な

毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署

☎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金

名
目
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す

善
意
を
悪
用
さ
れ
な
い
た
め
に

●
実
績
や
収
支
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
信
用
の
お
け
る
団
体
を
選
択

し
ま
し
ょ
う
。

●
市
役
所
や
県
庁
の
職
員
を
装
い
、

寄
付
を
求
め
て
個
人
の
お
宅
に
電

話
を
か
け
た
り
訪
問
し
た
り
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
相
手
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ
ず
、

見
ず
知
ら
ず
の
個
人
や
団
体
の
募

金
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

５月 20 日（金）は
「交通事故死ゼロを目指す日」です。

　

近
年
、食
の
安
全・安
心
と
い
う
消
費
生

活
の
基
本
を
脅
か
し
、消
費
者
の
信
頼
を
裏

切
る
事
件
や
年
金
で
生
活
す
る
高
齢
者
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
な
ど
、暮
ら
し
の
土
台
そ

の
も
の
を
揺
る
が
す
問
題
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

市
内
で
も
、多
重
債
務
や
携
帯
電
話
な
ど

の
不
当
請
求
、訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
増
え
て
お
り
、相

談
者
も
若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、早
期
発
見
、未

然
防
止
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
強
化

●
行
政
回
覧
や
町
内
放
送
設
備
を
活
用
し

た
消
費
生
活
関
連
情
報
の
発
信

●
出
前
ト
ー
ク
な
ど
の
消
費
者
啓
発・教
育

活
動　

な
ど

　

出
前
ト
ー
ク
は
、「
悪
質
商
法
の
対
処
法
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、消
費
生
活
相
談
員
が
各

地
域
で
の
会
合
な
ど
に
直
接
出
向
い
て
講

演
し
ま
す
。地
域
の
安
全・安
心
の
確
保
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

消
費
者
は
保
護
か
ら
自
立
へ

　

平
成
16
年
に「
消
費
者
保
護
基
本
法
」

が「
消
費
者
基
本
法
」に
改
正
さ
れ
、消
費

者
の
位
置
付
け
は「
保
護
さ
れ
る
者
」か
ら

「
自
立
し
た
主
体
」へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

自
立
し
た
消
費
者
に
な
る
た
め
に
も
日

ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
を
心
が
け
、悪
質
商
法

な
ど
の
手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
得
☆

①
要
ら
な
い
と
き
は
、き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

②
う
ま
す
ぎ
る
話
は
疑
って
か
か
る
。

③
相
手
の
親
切
な
態
度
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

④
簡
単
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
。

⑤
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
明
か
さ
な
い
。

⑥
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

⑦
品
物
を
受
け
取
ら
な
い
う
ち
に
支
払

い
を
し
な
い
。

⑧
日
ご
ろ
か
ら
悪
質
商
法
な
ど
の
情
報

に
関
心
を
持
つ
。

問
い
合
わ
せ・相
談
窓
口

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

５月は消費者
月間です

平
成
23
年
度
の
テ
ー
マ

「
地
域
で
広
げ
よ
う

消
費
者
の
安
全・安
心
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日（
水
）～
20
日（
金
）
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シリーズ　No. 04
保健医療課
☎ 0824-73-1155

藤野整形外科医院 小山医院
☎0824-72-4646 ☎ 0824-86-7070

院長　藤野　豊樹 院長　小山　晋一
整形外科 内科・整形外科

　先代は産婦人科を昭和 38 年まで庄原の地で開業し
ていました。わたしは整形外科、形成外科を専攻し、昭和
50 年に帰郷。庄原赤十字病院に勤務し、昭和 52 年に当
地で開業しました。
　脊椎疾患、関節痛、骨折やけが、理学療法、予防接種な
どの診療をしています。診療所での限界もありますので
基幹病院との連携と協力をいただき、微力ながら地域の
皆さんの健康保持に貢献できればと思っています。

　高野の地に開業し、今年で 3年目を迎えることができ
ました。病院勤務時代とは異なり、自分の専門領域以外
を診ることが多く、特に中山間地域での診療には、総合
診療医としてさまざまな疾患に的確に対応する能力が
いかに重要であるか、再認識させられています。これか
らも、地域住民の健康増進のために、人々との触れ合い
を大切にしながら、より温かい・やさしい診療所を目指し
て頑張っていきたいと思います。

庄原
地域

高野
地域

市民の安心と健康を守る診療所
医療法人社団牧原医院 みよしクリニック
☎0824-72-0057 ☎ 0824-72-4133

心療内科・精神科内科・外科・耳鼻咽喉科

　広島大学病院第二外科から広島市内の救急外科病院
に４年間勤務した後、昭和 53年 12月に帰庄し、父が経
営する診療所に加わりました。
　かかりつけ医として、内科、外科、耳鼻咽喉科の診療に
対応しています。
　必要があれば基幹病院と連携して、一番良い治療方法
を選べるように努力しています。
　今後も地域医療に貢献できるよう頑張っていきます。

　庄原市で開業されていた精神科医の村田先生の引退
に伴い、村田先生からの直々のお誘いで平成 17 年 4月
に西本町で開業しました。その後、西城市民病院精神科
の閉鎖があり、市内では唯一の精神科専門医として診療
にあたっています。地域のために庄原市の産業医や県
北地域の精神保健相談なども積極的に引き受けていま
す。今後も庄原市の精神医療の一翼を担い、頑張ってい
きたいと考えています。

院長　牧原　生昌 院長　三好　和輝

庄原
地域

庄原
地域

平成 23 年度　標準農作業料金など （1 袋は 30㎏・消費税込み）

作業区分 単　位 条件など 金　　額 備 　　考

農作業賃金
（賄いなし）

1 日 男女共実働 8 時間 8,000 円

1 時間 男女共 1,000 円

耕　　　起 10a 通　常 7,200 円

代　か　き 10a
植代かき 11,000 円 ※ 1

荒がき 3,400 円 ※ 2

田　植　機 10a 手直しなし 7,200 円

防　　　除 10a 農薬代は別 2,100 円

コンバイン 10a 一連作業 23,500 円 ※ 3

乾燥調整 1 袋 うるち生もみ 1,260 円 水分：25％まで

調整のみ 1 袋
うるちもみ 700 円

もちもみ 1,000 円

もみ殻処理 1 袋 10 円

もみ運搬料 10a バラもみ 3,500 円

※ 1　植代かきとは、田んぼを田植ができる

状態までかく作業をいいます。

※ 2　荒がきとは、植代かきの日以前に、軽く

代かきする作業をいいます。

※ 3　秋の収穫作業において、倒伏・強湿田は

追加料金が必要となる場合があります。

◎実際の運用は、地域差、作業時間等を考慮

し、双方でよく話し合って決めてください。

参考　�草刈り作業委託料金（シルバー人材セ

ンター　℡ 0824-72-1135）（原則 2 人

以上で対応）

　　　�交通費 1日　200 円

　　　1時間＝約 1,700 円

〔内訳〕1,170 円（基本）＋燃料代 146 円＋　　

　　　�草刈機使用料（52円～ 260 円）＋

　　　事務費 117 円
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健康 広場
KENKO  HIROBA

保健医療課
田端  早苗 主任主事

食を育む
～こころに栄養を～

トリプトファンを多く含む食品
・味噌や納豆などの大豆製品
・牛乳やチーズなどの乳製品
・卵
・肉　　　　など

　

市
は
平
成
21
年
３
月
に
庄
原
市
食
育
推

進
計
画
を
策
定
し
、食
育
を
通
じ
て
①「
こ

こ
ろ
」も「
か
ら
だ
」も
元
気
な
市
民
②
緑

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
地
産
地
消
の
ま

ち
、を
将
来
像
に
食
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

食
事
は
、自
分
の「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。今
の
食
事

が
未
来
の
自
分
を
作
る
と
いっ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。食
生
活
の
課
題
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、一
人
一
人
が
健
や
か
で
こ
こ
ろ
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、１
日
３
回
の
食

事
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、現
在
の
食
、未
来
の

食
に
つい
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
こ
こ
ろ
も
元
気
に
◆

　
「
１
日
３
食
を
心
が
け
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
」と
い
う
一
般
的
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、こ
こ
ろ
の
栄
養
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
と
い

う
栄
養
素
で
す
。ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
に
は
、精

神
安
定・鎮
痛・睡
眠
効
果・抑
う
つ
症
状
の

緩
和
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
を
多
く
含
む
食
品
を
積
極
的
に
食
事

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
に
も

★
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６（
サ
バ・サ
ン
マ・カ
ツ
オ・マ
グ

ロ・に
ん
に
く
な
ど
）

★
鉄
分（
レ
バ
ー・小
松
菜・ひ
じ
き・肉・魚・

大
豆
製
品
な
ど
）

★
ナ
イ
ア
シ
ン（
カ
ツ
オ・イ
ワ
シ
な
ど
）

と
いっ
た
栄
養
素
と
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る

こ
と
で
、ス
ト
レ
ス
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

穏
や
か
な
気
持
ち
も
ま
ず
食
事
か
ら・・・

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て「
食
」に

関
す
る
知
識
と「
食
」を
選
択
す
る
力
を

習
得
し
、健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

○
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、知

育・徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ

き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
育
と
は
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や
算
数
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
す
。ど
う
か
一

つ
一
つ
を
丁
寧
に
勉
強
し
、身
に
付
け
て
いっ

て
く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

　

在
校
生
17
人
を
代
表
し
て
６
年
生
の
渡

邊
伽
南
子
さ
ん
が「
み
な
さ
ん
が
入
学
し
て

く
る
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。一

日
も
早
く
学
校
に
慣
れ
て
、一
緒
に
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、そ
の
後
出
席
者
全

員
で
校
歌
な
ど
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
、小
学
校
に
入
学
し
た
新
１
年

生
は
市
内
全
体
で
２
７
２
人
、中
学
校
は

２
９
２
人
で
す
。

教 育
指 導 課

農 業
振 興 課

夏
秋
い
ち
ご
の
一
大
産
地
を
目
指
し
て

庄
原
い
ち
ご
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
設
立

新
小
学
１
年
生
は
２
７
２
人

各
小
・
中
学
校
で
入
学
式

　

市
内
で
夏
秋
い
ち
ご
を
栽
培
す
る
５
法

人
と
Ｊ
Ａ
庄
原
、県
、市
な
ど
関
係
機
関
が

集
ま
り
３
月
22
日
、庄
原
い
ち
ご
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
協
議
会
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

近
年
、市
内
で
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
へ
の
企

業
の
参
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、連
携

し
た
取
り
組
み
で
地
域
に
根
ざ
し
た
夏
秋

い
ち
ご
産
地
の
育
成
を
図
ろ
う
と
協
議
会

を
設
立
。庄
原
産
夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培
技
術

の
確
立
と
高
品
質・
高
付
加
価
値
化
を
目

指
し
ま
す
。総
会
設
立
後
に
は
、（
株
）ソ
ア

ラ
サ
ー
ビ
ス
の
牛ご

ら
い
ち
づ
る

来
千
鶴
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、庄
原
い
ち
ご
の
可
能
性
に
つい
て
学
び
ま

し
た
。

　

夏
秋
い
ち
ご
は
酸
味
が
強
く
、ケ
ー
キ
な

ど
の
業
務
加
工
用
途
に
適
し
て
い
ま
す
。現

在
、国
内
で
流
通
す
る
夏
秋
い
ち
ご
は
外
国

産
が
主
流
で
す
が
、安
心
で
質
の
高
い
国
内

産
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、今
後
、市
場
の

拡
大
も
見
込
め
る
品
目
で
す
。ま
た
、庄
原

市
に
お
け
る
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
面
積
は
５

法
人
合
計
で
約
４・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、市
町

単
位
で
は
全
国
屈
指
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
当
協
議
会
で
情
報
を
集
め
な
が

ら
、“
夏
秋
い
ち
ご
の
一
大
産
地
し
ょ
う
ば

ら
”を
目
指
し
て
戦
略
的
に
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

設立総会のようす

平成23年度児童・生徒数一覧表
平成 23 年 4 月 1 日現在 （単位：人）

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計

小
学
校

庄 原 小 学 校 66 63 57 74 44 68 372

永 末 小 学 校 7 8 14 9 4 11 53

高 小 学 校 6 8 9 6 11 14 54

峰 田 小 学 校 6 5 5 10 5 4 35

板 橋 小 学 校 26 24 13 23 19 21 126

東 小 学 校 20 22 26 32 27 34 161

山 内 小 学 校 7 16 8 9 9 5 54

川 北 小 学 校 4 2 2 3 5 5 21

西 城 小 学 校 14 22 23 13 20 16 108

美古登小学校 11 6 15 2 12 10 56

小奴可小学校 5 3 13 7 9 12 49

八 幡 小 学 校 2 7 5 6 6 4 30

粟 田 小 学 校 5 4 3 3 3 5 23

東 城 小 学 校 45 49 47 49 55 40 285

口 南 小 学 校 9 5 14 12 12 16 68

口 北 小 学 校 5 8 6 4 6 3 32

高 野 小 学 校 16 14 11 22 12 18 93

比 和 小 学 校 7 13 7 8 10 16 61

総 領 小 学 校 11 12 17 17 20 11 88

小　計 272 291 295 309 289 313 1,769

中
学
校

庄 原 中 学 校 132 170 160 462

西 城 中 学 校 21 34 28 83

東 城 中 学 校 74 55 61 190

口 和 中 学 校 27 17 14 58

高 野 中 学 校 18 22 23 63

比 和 中 学 校 5 12 13 30

総 領 中 学 校 15 12 13 40

小　計 292 322 312 926

総　合　計 2,695

　

市
内
の
各
小
学
校
の
入
学
式
が
４
月
６

日
に
、各
中
学
校
の
入
学
式
が
４
月
７
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
人
が
入
学
し
た
川
北
小
学
校
で
は
、落

岩
範
昭
校
長
が「
楽
し
み
に
し
て
い
る
国
語

川北小学校の入学式

学校名
区分
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TOPIX
市政トピックス

下水道課

生
活
と
自
然
環
境
の
保
全
に
期
待

高
野
町
湯
川
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
が
完
成

　

湯
川
地
区
の
下
水
道
整
備
と
な
る
農
業

集
落
排
水
事
業
が
完
成
し
、４
月
か
ら
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。４
月
23
日
に
は
地
元

農
業
集
落
排
水
組
合
の
主
催
に
よ
る
通
水

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、し
尿
や
生

活
雑
排
水
を
集
め
て
処
理
す
る
も
の
で
、湯

川
地
区
の
生
活・自
然
環
境
の
保
全
と
向
上

を
目
的
に
整
備
を
進
め
、平
成
18
年
４
月
の

事
業
採
択
か
ら
５
年
の
歳
月
を
経
て
、本
年

度
施
工
予
定
の
舗
装
復
旧
工
事
と
一
部
浄

化
槽
工
事
を
残
し
て
完
成
し
ま
し
た
。神

野
瀬
川
の
最
上
流
地
域
で
下
水
道
が
完
成

し
た
こ
と
で
、地
域
の
生
活
環
境
は
も
と
よ

り
河
川
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境
の
保

全
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
排
水
を
処
理
す
る
だ
け
で
は

な
く
汚
泥
の
有
効
活
用
を
進
め
る
た
め
、湯

川
処
理
場
か
ら
搬
出
し
た
汚
泥
と
高
野
中

央
処
理
場
の
汚
泥
を
農
地
へ
還
元
で
き
る

よ
う
、濃
縮
し
た
汚
泥
を
脱
水
機
に
か
け
、

そ
れ
を
発
酵
乾
燥
さ
せ
て
肥
料
化
す
る
予

定
で
す
。そ
の
肥
料
を
製
造
す
る
た
め
の
汚

泥
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設（
循
環
利
用
シ
ス
テ
ム
）

を
高
野
中
央
処
理
場
に
隣
接
し
て
整
備
す

る
計
画
で
す
。

庄
原
市
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
制
度

　

市
は
、公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
に
接
続
す
る
際
に
、く
み
取
り
便
所
の

改
造
費
や
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
経

費
に
つ
い
て
、無
利
子
で
金
融
機
関
の
融

資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
額

上
限
１
０
０
万
円

●
償
還
期
間

60
カ
月
以
内

※
利
子
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

●
対
象
者

東
城
町
の
区
域
で
は
下
水
道
の
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
、東
城
町
以
外
の
区
域

で
は
５
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続
す
る

方※
特
例
と
し
て
、本
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
は
、対
象

期
間
が
過
ぎ
て
い
る
建
物
で
も
、く
み
取
り

便
所
の
改
造
費
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

総
事
業
費　

約
７
億
８
、７
０
０
万
円

事
業
概
要

計
画
区
域
面
積　

11
・
５
㌶

処
理
人
口　
　
　

１
０
８
戸
３
８
０
人

日
平
均
汚
水
量　

１
０
３
立
方
㍍

管
路
整
備
延
長　

９
、０
１
６
㍍

中
継
ポ
ン
プ　
　

９
カ
所

完成した湯川処理場

管
路
接
続
に
必
要
な

経
費
に
対
す
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

　

市
は
、生
活
環
境
を
改
善
し
、河
川
な

ど
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
に
、下
水
道

への
接
続
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道・農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
が
供
用
を
開
始
し
た
処
理
区
域
内

に
あ
る
建
物
は
、３
年
以
内
に
管
路
へ
の

接
続（
排
水
設
備
の
設
置
）が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、早
期
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
水
質
浄
化
を
いっ
そ
う

推
進
し
、生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
も
、一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
管
理
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
５

ま
た
は
各
支
所
担
当
室

下
水
道
処
理
区
域
で
は

下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
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カメラレポート
ぐるっと庄原。

　自治振興区やNPO法人など市民活動団体同士がつ
ながる活動を考える講演会が 3月 23 日、かんぽの郷
庄原で開催されました。

　庄原市自治振興区連合協議会が主催したこの講演
に、市内各自治振興区、NPO法人などから 52人が参
加。
　昨年度の地域づくり講演会の講師、IIHOE【人と組
織と地球のための国際研究所】の川北秀人さんが「協
働から総働へ」と題し講演を行いました。
　川北さんは「地域の課題を解決するためには“協
働”の仕組みを誰かがつくるのを待っている時間はな
い。市民はもちろん、行政、NPO法人、学校、専門家、事
業者など、地域のあらゆる関係機関や人材が連携し
“総働”しなければいけない」と力説。また、「最初の一
歩の踏み出し方がわからない」という会場からの質問
に「少人数でもいいのでとにかくやってみる。やって
いることをアピールし、地域のリーダーを巻き込んで
相談しながら進めていくと、周囲への理解も深まりや
すい」とアドバイスしていました。

　備北観光ネットワーク協議会主催の庄原さとやま
博連携イベント「備北の桜とスイーツ祭」が４月１０
日、上野総合公園で開催されました。
　天候に恵まれた当日、上野池周辺の桜は咲き始めた
ばかりでしたが、約１万人の来場者でにぎわいまし
た。
　会場では、桜にまつわるコンサートや庄原焼きなど
のB級グルメが並んだフードコーナー、お茶席が設

けられ、備北地域のスイーツが集合したスイーツグラ
ンプリも行われました。桜を題材にした俳句や短歌の
会、絵手紙教室や写真教室なども開催され、来場者は
穏やかな春の庄原を満喫していました。また、このイ
ベントに合わせて貸し切り列車「桜列車」が運行。広島
駅から庄原駅を結ぶこの列車に約６０人が乗車し、さ
とやまの春景色を車窓から眺めながら、ゆったりとし
た列車の旅を楽しんでいました。

REPORT2桜とスイーツで春の庄原を満喫
備北の桜とスイーツ祭が開催

REPORT1自治振興区やNPOなどの連携策を探る
第２回みんなつながる講演会

▲市の人口推移を示しながら話す川北さん

▲好評だった桜列車▲多くの家族連れでにぎわう
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　比和中学校グラウンドで 4月 3日、恒例の庄
原市消防団比和方面隊出動式が開催されました。
　この出動式は、消防団員の防災に対する意識
の高揚を図るとともに、方面隊内での役員異動
や新入団員の紹介などを行う、比和方面隊独自
の行事として毎年実施されています。
　式では、1月 1日から就任した梅津孝晴方面
隊長が新たな決意を述べた後、消防団員の手際
のよい動きで一斉放水が実施され、地域住民へ
消防団活動をアピールしました。

REPORT5防災意識の統一を図る
庄原市消防団比和方面隊出動式

▲一斉放水する団員

▲収集されたゴミの山・清掃する参加者

　高野地区公衆衛生推進会の主催による河川清掃が４月
10〜 24日にかけて、高野地域で行われました。
　町内を流れる神之瀬川の上流から下流までを、11の自
治会で清掃活動を行いました。今冬の大雪のため、川の水
量がまだ多く作業が困難なところもありましたが、柳の
枝に引っ掛かったビニールや空き缶などたくさんのゴミ
が集められました。また河川敷の雑草なども刈り取られ、
河川沿いはとてもきれいになりました。
　参加者は「春の行楽シーズンを迎え、高野を訪れる人が
気持ちよく通行してくれたらうれしい」と話し、汗をぬ
ぐっていました。

REPORT4みんなで美しいまちづくり
町内一斉に河川清掃

　西城町の旧八鉾地域の４自治振興区（八鉾落合・油
木・三坂・高尾）が統合し、新に八鉾自治振興区が設立。
４月１日に八鉾自治振興センターの開所式が行われま
した。
　西城町の北方に位置する旧八鉾地区は、中心市街地
からの距離や豪雪、過疎高齢化の進行といった問題を
抱える一方で、豊かな自然や観光施設などの地域資源
を有する地域でもあります。
　共通の環境や課題を持つ４地区は自立した地域活動
を目指し、平成２２年４月から自治振興区の統合とその
活動の拠点施設について検討を重ねてきました。そし
て、休校中の旧小鳥原小学校を利用した八鉾自治振興
センターの設置を市に要望。平成２３年３月議会で八鉾

自治振興区
が指定管理
者に指定さ
れました。
　八鉾自治
振興区の山
口忠男会長
は「自治振興
区の再編は、
地域の自立
を目指す住民の選択。みんなで将来も住み続けられる、
豊かさを実感できる地域をつくりたい」と抱負を語っ
ていました。

REPORT3住み続けられる自立した地域を目指して
八鉾自治振興センター開設

▲抱負を語る山口会長（左）
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カメラレポート
ぐるっと庄原。

　庄原市社会福祉協議会口和地域センターが主催する
「くちわのつどい」が３月１９日、口和老人福祉センター
で開催されました。
　この催しは、庄原市社会福祉協議会が取り組む安心生
活創造事業の一環で、毎年開催しているものです。
　同事業の現状報告や訪問員による活動報告の後、モ
デル地域に指定され事業に取り組んでいる北自治振興
区の住田鉄也区長が「支えあい、心でつながる地域力」
と題し講演。住田さんは、高齢者世帯への訪問や一人暮
らしの高齢者とのレクリエーション、地域内にデイホーム
を開所するなど、これまでの取り組みを紹介。また、昨年７

月の集中豪雨の際に災害対策本部を立ち上げて行った
支援活動にもふれ、地域力の向上を呼びかけました。
　参加者は「北
自治振興区の活
動を聴き、わたし
たちも日ごろから
お互いに支え合
う仲間づくりが必
要だと感じた」と
話していました。

REPORT7住みなれた地域で安心な暮らしを
口和で事例発表イベント「くちわのつどい」開催

▲講演する住田区長

　口和文化ホールヒューマンライツで 3月 6日、「元
気な地域づくり研修会」が開催されました。
　口和自治振興区産業振興部と口和支所が主催した

この研修会に、町内の
各自治会から 100 人
が参加。高齢化と担い
手不足が深刻化する
中、いかにして元気な
地域づくりを進める
のかを事例発表とパ
ネルトークを通じて
考えました。

　事例発表では、三次市の農事組合法人が「農地を守
りながら安全な農作物を生産し安心して暮らせる地
域づくり」、島根県江津市が「空き家の利活用や人材の
誘致などの定住促進」、一木町が「自治会と農事組合法
人との連携による6次産業化を実現する地域づくり」
をそれぞれ発表。参加者は真剣な表情で聞き入ってい
ました。
　その後のパネルトークでは、発表者のそれぞれの思
いや助言者の提言、参加者からの質問も加わり、会場
が活気であふれました。
　参加者は「口和を元気な地域にしたいというみんな
の気持ちを確認できた」と話していました。

REPORT6みんなの地域を話し合う
元気な地域づくり研修会が開催

　比和町地域農
業集団連絡協議
会などが主催す
る「農政講演会
ひわ」が 3月22
日、比和文化会
館で開催されま
した。

　今回は「営農の原点　集落で農業を考える」をテーマ
に2部構成で開催し、第 1部は県北部農業技術指導所

の井上誠所長が「これからの農業と集落営農」と題し基
調講演を行いました。第 2部では口和地域「ファーム永
田」三上直美さん、高野地域「神の瀬工房」中原健二さ
ん、比和地域「認定農業者」八川俊治さんが加わっての
パネルディスカッションが行われました。
　来場した70人は、これからの農政のあり方や身近なパ
ネリストの実践事例などに熱心に耳を傾けました。
　参加者は「今後の農業のあり方についてとても参考に
なった」「身近なパネリストでわたしたちの集落にも参考
になった」と話すなど高い関心を寄せていました。

REPORT8これからの集落営農と地域の実践に学ぶ
農政講演会ひわが開催

▲活気あるパネルトークに聞き入る
参加者

▲思いを語り合うパネリストの皆さん
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▲会場のようす

▲生花やひな飾りを見に多くの人

REPORT9みんなで増やしたい元気と笑顔
総領町で元気向上委員会が開催

　元気と笑顔を増やし安心した生活が送れるように
と 3月 26 日、総領町健康福祉センターで「元気向上
委員会」が開催されました。
　今回で４回目となるこの委員会は、社会福祉協議会
総領地域センターと総領支所市民生活室・総領診療所
が主催し毎年開催しているもので、この日 101 人が
会場に集まりました。

　総領診療所の永井道明医師、庄原警察署総領駐在所
の内空閑一郎巡査部長が健康と安全をテーマに講演。
その後、総領診療所と総領支所の職員 5人が、高齢者
虐待防止の寸劇を行ないました。
　会場では、久々に出会って笑顔で会話を交わす人や
湯茶の準備を買ってでる人、歩行の難しい人のお世話
をする人などの姿が見られ、参加された方々が主体的
に協力し合い、みんなで創り上げた催しとなりまし
た。
　参加者は「同じ
町内でもなかな
か出会うことが
少なくなった。た
くさんの方とお
弁当を食べたり、
話しができたり
してとても楽し
かった」と喜んで
いました。

　４月２日から４月10日にかけて「街道東城路」の約
600mの区間で、各家に伝わるひな飾りや生花などが
華やかに並ぶ恒例の「東城まちなみ春まつり」が開催さ
れました。
　期間中、桜が咲き始めた市街地では、暖かい春の日差
しの中スタンプラリーを楽しむ人やひな飾りを見なが

ら楽しく会話する多くの人々でにぎわいました。中に
は、春先までの寒さのため開花が遅れた福寿草自生地
まで足を伸ばして散策を楽しむ人もいました。
　広島市から訪れた夫婦は「帝釈峡には来たことが
あっても東城の風情ある町並みは初めて。秋のまちな
みギャラリーも訪れてみたい」と話していました。

REPORT 10旧暦ひな人形がお出迎え
東城まちなみ春まつり
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−

７
２

−

２
１
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shobara-jc.skr.jp/

水
夢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参

加
で
き
る
水
泳
記
録
会
と
プ
ー

ル
を
利
用
し
た
多
彩
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、西
城
な
ら
で
は
の
産

物
や
水
夢
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な

ど
を
集
め
た
バ
ザ
ー
も
開
催
。

と
き

６
月
５
日（
日
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル
水
夢

問
い
合
わ
せ　

西
城
教
育
室

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
４
４
５

　ニュースキャスターやコメンテーターとして多く
の報道番組に出演している鳥越俊太郎さんの講
演会を庄原市医師会の共催で開催します。
　演題は「がんと向き合って」です。鳥越さんは、
今まで4度のがん手術を乗り越え、現在もがんと
共生しながらさまざまな活動を精力的に行っています。自身の体験
から「早期発見」「早期治療」の重要性、家族の支えや健康への
考え方などに耳を傾けてみませんか？
と　き　６月４日（土）開演�14 時（開場 13 時 30 分）
ところ　庄原市民会館
入場料　2,000 円※全席自由（当日券 2,300 円）
前売券販売所　�庄原市民会館、ザ・ビッグ庄原店、ジョイフル、食

彩館ゆめさくら、サングリーン、CCプラザ
※チケットは電話購入できます。詳しくは、お問い合わせください。
※託児サービスをぜひご利用ください。
問い合わせ��NPO法人庄原市芸術文化センター�☎ 0824-72-4242

鳥越俊太郎講演会

実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
募
集
中
！
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お
し
ら
せ募

　

集

庄
原
市
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

市
は
、８
月
15
日（
月
）10
時
か

ら
庄
原
市
民
会
館
で
開
催
す
る

「
庄
原
市
成
人
式
」の
企
画・
運

営
を
一
緒
に
行
う
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。成
人
対
象
者
で
、

成
人
式
の
企
画・運
営
に
関
心
が

あ
り
、実
行
委
員
会
に
参
加
で

き
る
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
者
ま
た
は

市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
者
で
、

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

独
身
者
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
！

　

庄
原
市
男
女
の
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
実
行
委
員
会
は
、「
カ
ー

プ
応
援
ツ
ア
ー
」を
６
月
26
日

（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

場
に
し
た
い
と
企
画・準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

庄
原
市
発
着（
貸
し

切
り
バ
ス
乗
車
）で
参
加
で
き
る

独
身
男
女

参
加
費　

男
女
と
も
３
千
円

募
集
人
数　

男
女
各
20
人

応
募
期
限　

６
月
３
日（
金
）

※
当
日
は
、マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

デ
ー
ゲ
ー
ム
観
戦
で
す
。

※
９
時
30
分
ご
ろ
出
発
予
定
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
定
住
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
９

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
地
域
派

遣
事
業
（
お
り
づ
る
出
前
講
座
）

●
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
き　

６
月
４
日（
土
）

　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
館

内
容　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

持
参
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ・運

動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

庄
原
市
身
体
障
害
者
連
合
会

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
９
６
９

Fax
０
８
２
４

−

７
２

−

７
２
２
７

○
療
育
手
帳・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー・お
り
づ

る（
東
広
島
市
）

☎
０
８
２

−

４
２
５

−

６
８
０
０

Fax
０
８
２

−

４
２
５

−

６
７
８
９

※
申
し
込
み
は
、開
催
日
の一
週

間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
年
間
計

画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
採
用
試
験

　

備
北
地
区
消
防
組
合
で
は
、

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。学
歴・性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所

〔
第
１
次
試
験
〕　
７
月
24
日（
日
）

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
第
２
次
試
験
〕　

未
定

試
験
内
容

〔
第
１
次
試
験
〕　
一
般
教
養
、作

文
、消
防
適
性
検
査
Ａ

〔
第
２
次
試
験
〕　

面
接
に
よ
る

口
述
試
験
、体
力
検
査

受
付
期
間

６
月
１
日（
水
）～
27
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
８

−

０
０
１
２

三
次
市
十
日
市
中
３

−

１

−

21

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

９
５
７
３

そ

の

他

水
道
週
間

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の一週
間
、

「
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

　

夢・未
来
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、全
国
一

斉
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
水

道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
て

も
ら
い
、公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
、水
道
事
業
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
な
く

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う

に
出
て
く
る
水
道
水
で
す
が
、こ
れ
か

ら
も
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る

安
全
な「
水
道
」に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
庶
務
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
７

「遺言・相続」「借金問題」「成年後見」「登記手続」
　　　　　　　　　　　　　　どうしたらいいの？

ピオーネ支店 三次市十日市中2丁目4番6号　本店　広島市中区八丁堀3番8号

SOLY にご相談ください！7人の司法書士がお応えします。

フリーダイヤル
電話相談【無料】0120-08-4864 担当司法書士藤原快行・中村麗子

今月のセミナー 「知ってみよう！成年後見②」
～判断能力あるうちにすべきこと～

22日（日）サングリーンコミュニティホール
13時30分～講演14時30分～質疑応答

司法書士法人SOLY（ソリー）http://soly.jp（info@soly.jp）
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information

　

花
の
広
場
で
は
春
の
花
が

咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

ビ
オ
ラ
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ

ピ
ー
、ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
の
花
畑
の
テ
ー
マ
は

「
こ
い
の
ぼ
り
」。端
午
の
節

句
に
ち
な
ん
で「
こ
い
の
ぼ
り
」、

「
吹
き
流
し
」、「
か
ざ
ぐ
る

ま
」、「
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ
た
男

の
子
」な
ど
を
花
で
描
き
ま

し
た
。展
望
台
か
ら
の
眺
め
が

楽
し
い
で
す
よ
！

　

花
の
広
場
に
は
竹
で
組
ん
だ

大
き
な
オ
ブ
ジ
ェ
「
コ
イ
の
ト
ン

ネ
ル
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
オ
ブ

ジ
ェ
に「
こ
い
の
ぼ
り
」を
飾
り
ま

し
た
。皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
思
い
出
を
乗
せ
た「
こ
い

の
ぼ
り
た
ち
」。今
、公
園
で
大

き
な
群
れ
と
な
っ
て
泳
い
で
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し

た
。

　

５
月
、ひ
ば
の
里
は
田
植
え
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

公
園
で
は
、毎
年
こ
の
時
期
に

「
田
植
え
体
験
」を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、今
年
は
庄
原
の
農
事

を
体
験
す
る
行
事
と
し
て「
比

和
の
供
養
田
植
と
作
業
田
植
」

を
開
催
し
ま
す
。こ
の
田
植
え
は

か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
農
事
を
再

現
す
る
も
の
で
、比
和
町
郷
土
芸

能
協
会
の
皆
さ
ん
が「
早
乙
女
」

「
大
太
鼓
」「
小
太
鼓
」「
苗
さ

ば
き
」な
ど
の
役
回
り
に
分
か
れ

て
行
い
ま
す
。

　
「
作
業
田
植
え
」は
、振
興
会

の
皆
さ
ん
と一
緒
に
田
植
え
を
体

験
で
き
ま
す
。貴
重
な
機
会
で

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
29
日（
日
）11
時
30

分
～
14
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里

11
時
30
分
～
12
時
15
分「
笠
揃

い
」「
道
行
」「
神
降
ろ
し
の
儀
式
」

12
時
～
13
時「
供
養
田
植
」比

和
町
郷
土
芸
能
振
興
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
実
演

13
時
～
14
時「
作
業
田
植
え
の

体
験
」一
般
参
加
も
可（
定
員
あ

り
）

関
連
イ
ベ
ン
ト「
田
植
え
弁
当
づ

く
り
」開
催

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

花いっぱいの
季節です
～ポピー、ネモフィラ～

問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

こ
い
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花
の
見
ご
ろ
が
続
い

て
い
ま
す

農
事
を
体
験「
比
和
の

供
養
田
植
」開
催

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

全
国
大
会

○
世
界
児
童
画
展

入
賞

森
山　

天
晴（
高
小
３
年
）

田
辺　

彩
恵（
庄
原
小
３
年
）

熊
本　

鮎
奈（
川
北
小
４
年
）

※
庄
原
子
ど
も
美
術
館
か
ら
出
展

子どもたちには　こんな家で育ってほしい
そんな願いを叶える第一歩。
家族が笑顔になる
無垢の木と漆喰・和紙でつくる
「自然素材の家」丸山景右　著

安心して暮らせる
木の家に住みたいと
お考えの皆様

住宅読
本

「自然
素材の

家」を

先着20
名様に

無料進
呈しま

す。

木が香る「雨楽な家」
ビルドショップたまがわ
庄原市新庄町427の1
電話　 0824-75-0111　FAX　0824-75-0112
メール　build@tamagawa-koumuten.co.jp
HP　　http://www.build-tamagawa.com

お申し込みはお電話・FAX・メールで
「無料ガイドブック希望」と
ご連絡ください。
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お
し
ら
せ

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　６月９日（木）10 時～ 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

休日診療のご案内

比和自然科学博物館

●庄原地域

月　　日 診療所名 電話番号

5 月 15 日（日） 笠間医院 ☎ 0824-72-0535

22 日（日） 田渕医院 ☎ 0824-72-3900

29 日（日） 藤野医院 ☎ 0824-72-4646

6 月   5 日（日） 庄原赤十字病院 ☎ 0824-72-3111

●東城地域

月　　日 診療所名 電話番号

5 月 15 日（日） 瀬尾医院 ☎ 08477-2-0023

22 日（日） 細川医院 ☎ 08477-2-0054

29 日（日） 東城病院 ☎ 08477-2-2150

6 月   5 日（日） こぶしの里病院 ☎ 08477-2-5255

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。

☎0824-85-3005

☎ 0824-75-4411

開館　９時～17時（年末年始休館）

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

6月

★ 6 月の展示案内★
第 3回里呼織り工房展　脇坂より子
8 日（水）～ 10 日（金）10 時～ 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

【5 月～ 6 月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○草木染め教室
　「麻のストール染め」
　とき　５月３０日（月）朝の部９時〜１２時　
　　　　昼の部１３時３０分〜１５時３０分
　参加費　　４，９００円　定員各１０人
　締め切り　５月２３日（月）
○癒しの空間づくりＫｏｕｚａ
　「山野草の寄せ植え」
　とき　５月２０日（金）
　　　　朝の部１０時３０分〜１２時３０分
　　　　昼の部１３時３０分〜１５時３０分
　参加費　１，８００円　定員各１５人
○郷土料理教室
　「初夏の山菜を味わおう」
　とき　６月２日（木）１０時〜１４時
　参加費　１，５００円　定員３０人
▼展示・その他
○やまのおみやげ作品展
　〜花を飾るかずらと木々〜
　とき　５月１５日（日）まで
○浩雅窯＆のんき作品展
　「土と木と紙と布〜くらしを創る〜」
　とき　５月１９日（木）〜６月６日（月）

　庄原市立比和自然科学博物館には国内の蝶
ちょう

をはじめ、国外
の蝶

ちょう

を含め多くの蝶が収蔵、展示されています。
　その中には、広島県内では庄原市のごく限られた地域でのみ
生息していながら、今日ではその姿が見られなくなった“ヒメシロ
チョウ”や“ウスイロヒョウモンモドキ”の標本も収蔵されています。
これらは生息地で観察できたころの証しであり、蝶

ちょう

の分布の推移
を知るだけでなく、気象、地域開発、山林原野などの管理放棄と
いった環境変化を考えるうえでも貴重な資料となるものです。先
にあげた二種の蝶

ちょう

だけでなく、現在庄原市で姿が見られなくなっ
た蝶

ちょう

は“ヒョウモンモドキ”“クロシジミ”“オオウラギンヒョウモン”が
挙げられます。
　また4月中～下旬にゆったりと飛ぶ姿が見られた「春の女神」
といわれる“ギフチョウ”も、庄原市の生息地でほとんど姿が見ら
れなくなりました。

ウスイロヒョウモンモドキ
（タテハチョウ科）
中国北部〜朝鮮半島に広く分布して
いるチョウで、日本では兵庫・鳥取・島
根・広島県下の中国山地ぞいの草原に
点々と分布している。広島県内では、
東城町・西城町三坂・高野町南に生息
している。年 1回、7月上旬〜中旬ごろ
成虫が現われ、幼虫はオミナエシを食
べて生活をしている。
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information

『庄原市男女共同参画プラン』（H19～H28）
中間見直しを行います
　「庄原市男女共同参画プラン」は、“わたしらしく輝くあした
のために　互いに尊重し合う参画社会の形成”を基本理念
に、平成１９年に策定されました。平成２８年までの１０年計画
で取り組みを進めており、５年目となる本年度は、社会情勢の
変化などに対応するため、計画の見直しを行います。
　庄原市の実態や課題に即した計画になるよう意識調査も
実施しますので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

■広島県西部こども家庭センター　女性相談課
　（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）
　☎ 082-254-0391
■広島県北部こども家庭センター　相談援助課
　（配偶者暴力相談支援センター）
　☎ 0824-63-5181（内線 2313）
■庄原市役所　女性児童課　☎ 0824-73-1243

献血をつぎのとおり実施します。皆さんのご協
力をお願いします。

実施日 会　　場 受付時間

5 月
20 日（金）

広島県立農業技
術大学校

10 時〜 11 時 30 分

土井木工（株）

庄原工場
13 時 30 分〜 15 時

５月・６月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

引き取り日 時　　間 場　　所

庄原

地域

毎月第 1 〜第 4 火曜日

5 月 17 日・24 日

6 月   7 日・14 日

　　21 日・28 日

11：00 〜 11：10

11：25 〜 11：35

11：50 〜 12：00

東自治振興センター

市役所車庫

敷信自治振興センター

西城

地域

毎月第 1・第 3 木曜日

5 月 19 日

6 月  2 日・16 日

9：00 〜　9：10 西城支所前

東城

地域

毎月第 1・第 3 木曜日

5 月 19 日

6 月 2 日・16 日

9：40 〜　9：50

10：20 〜 10：30

小奴可研修センター

東城文化会館

口和

地域

毎月第 4 木曜日

5 月 26 日

6 月 23 日

11：40 〜 11：50 口和支所前駐車場

高野

地域

毎月第 4 木曜日

5 月 26 日

6 月 23 日

13：20 〜 13：30 高野支所横

比和

地域

毎月第 4 木曜日
5 月 26 日
6 月 23 日

13：50 〜 14：00 比和支所

総領
地域

毎月第 2 水曜日
5 月 11 日
6 月 8 日

9：40 〜　9：50
総領支所

（スクールバス駐車場）

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-1243
男女共同参画コーナー

ふれあい市長室の日程

配偶者・パートナーからの
暴力（DV）で悩んでいませんか

～あなたは“ひとり”じゃない～

献血のご案内

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

人の動き
平成23年３月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　４０,２２６人（前年比−６６２人）
男　　１９,１２６人（前年比−２７１人）
女　　２１,１００人（前年比−３９１人）
世帯数　１５,９７８世帯（前年比−５世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３２２人（前年比−２人）

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

とき　　６月１１日（土）９時～１２時
ところ　東城支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

広報日記
オープンガーデンの特集の取材に伺った先で「手入れが大変
じゃないですか？」とお聞きすると、皆さん生き生きとした表情で一
様に「楽しい」とおっしゃっていました。そして「庄原はいいところ、
庄原が大好き」とも。こういった言葉を行く先々で聞けるこの取り
組みはすごいと思います。そして、庭を拝見しましたが、その都度
感動してしまいました。その感動を写真では十分お伝えすること
ができず残念です。　奥

『自動車税は 5 月 31 日
　　　までに納めましょう』
納税は安全・便利な口座振替で！
自動車税に関する問い合わせ
広島県北部県税事務所
☎０８２４−６３−５１８１
　内線 3133、3134、3135
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※市の補助金を活用し共聴施設を整備される方は、
　情報政策課情報政策係へ連絡をお願いします。 ☎ 0824-73-1113


